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序

昭和55年度の国営能代開拓建設事業は，北能代工医が対象でした。

対象地内には， 3カ所の遺跡が存在します。文化財保護の立場から，

工法の変更等で遺跡保存をはかることを目標としてきましたが，杉

沢台遺跡と竹生遺跡の一部分は，諸般の事情から保存不可能になっ

たため，記録保存を日的に発掘調査することになったものです。

本報告書は，杉沢台遺跡のほか，用排水路建設に係る竹生遺跡の

したものです。この報告書の刊行が，地)J史

研究や文化財愛護に寄与することができれば幸いです。

発掘調査から本報告書刊行に至るまで，

事業所・秋田県能代地区土地改良区@小土部落会ならびに能代市教

育委員会には，何かと便宜を計っていただきました。 心から感謝の

意を表するしだいです。

昭和56年3月31日

秋田県教育委員会

教育長岳山芳郎
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l 本幸日宍書は、国営能代開拓建設に{半う杉沢台@竹生遺跡の発掘調査報告書である。

2. 杉沢台 a 竹生遺跡に関する諸発表 e 報告と本報告の記述lこ相違ある場合は、本報告の記述

を正確なものとする。

3. 発掘調査@報告書作成にあたっては， 下記の万々から御指導 e 御助言をいただいた。記し

て感謝の意を表したい。(敬称略・/1国不問)

坪井清足(奈良国立文化財研究所)ヲ村組潔(弘前大学)，阿部義平(文化庁)，小林達

夫(国学院大学)雪;林謙作(北海道大学)，安孫子昭二(東京都文化課)，瀬)11司男 e 向

@高橋文夫 e 佐藤勝@工藤本Ij幸(岩手県埋蔵文化財センタ-)，高橋信雄 e 小LEI野

@熊谷常正(岩手県立博物館)，工藤泰博 e 北林八掛!靖(青森県埋蔵文化財調査セン

ター)，市)11金丸@鈴木克彦(青森県立郷土館)，小松正夫(秋田城跡調査事務所)

熊谷忠好(野鍛治職)，小松幸一郎(胸芸家)，上野輝弥(東京国立科学博物館)，辻誠

一郎(大阪市立大学)，松谷暁子(神奈川大学)

4. 石質鑑定は渡部員(秋田県立博物館)氏によるものである。

5. 貝の同定は小池裕子(東京大学総合研究資料館) .渡部最の両氏によるものである。

6. 報告書の執筆は，永瀬福男。熊谷太郎@大高博康@

文末に執筆者名を記した。

なお，豆一~3 は工藤英美(秋田県教育センター)氏にヲ IV-4

木金正がそれぞれ分担し実施した。

氏iこ執筆いただいた。

7. 石器実測@トレースは諸津早苗@丑沢美記ゴヘ土器実測 e トレースは石木田京子 e納苔鈴

f-. 渡辺章子ラ石製品 s 土製品の実損IJ.トレースは鈴木仁美容京久美子，拓本は鈴木光子 e

大谷祐子，遺構のトレースは宮腰智子@渡辺香代子⑮大高博出'佐々木金iF.， ~I二器復元は米

JII 官Ij• 米森伴宗'鈴木正ーが klこ担当したの

8 土色の記載については宇土色帖J (日本色彩研究所)を使用したり

9. C -~14年代測定結果は， 円本アイソトープ協会によるものである。

10 杉沢fi遺跡、のMl図は，遺構を約 1/80!こヲ i毒物を約 1/31こ縮尺している。
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第 1図 杉沢合 e 竹生遺跡潟辺地形図および選跡分布図



杉沢台遺跡



I はじ め

l 発掘調査に主主るまで

杉沢台遺跡は， I秋田県遺跡地図JIこ「杉沢野遺跡Jとして記載され，従来このように呼称

されてきた。しかし，昨年の範囲擁認調査で遺跡の広さが判明し，遺跡の所在する小字名を再

吟味した結果，遺跡の大部分は杉沢台i乙所在することが確認された。そのため，今後は「杉沢

と呼称していくことになったものである。

さて，昭和5]年より東北農政局は米代)11の右岸と とする国営総合農地開発事業を

実施している。対象地域は，能代fI.i.峰浜村 e 山本町@八竜町の 4市町村におよび，その面積

は3.671haである。この地域には周知の遺跡が73力目Ff存在する。昭和55年度の工事対象地区は北

能代工底であり，この工区には，杉沢台@竹生命街道上の 3遺跡、が存在する。

杉沢台遺跡は，昨年の範囲確認、調査で遺跡の広さが35，000rrl程であることが確認とぎれた。こ

のうち，当工事で4，400rrl程遺跡が破壊される(工法で対応できなしサため，この部分の記録保

存をはかることを目的に，発掘調査されることになった。(永瀬)

2 調査の組織と構成

遺跡名

杉沢台遺跡

遺跡所在地

秋田

調査期間

昭和 55年4月14日~同年10月3日

調査対称面詰

4.400 rrl 

調査面積

4，6 7 2 rrl 

調査主{本

調査担当者

永瀬福男秋田

熊谷太郎

メ入

文化財主事



補佐員大高博康，_

謙助 員 佐 々 木金正

調査作業員鈴木三郎佐々木菊太郎佐藤礼司郎佐藤清八郎工藤兵八郎工藤義一

佐 藤 敬 作 成 田 芳 道 佐 藤長一郎工藤竜市工藤甚七鈴木正

米森伴宗米川一郎木村喜久三佐藤清古渡辺恒一朝香利彦安岡明

11徹石井康宏住吉和人工藤清一桐越貴司桧森好広佐

々木勝子佐々木キヨ 大谷れい子大主主好子工藤イワ子

俊工藤テノレ佐藤ミエ 工藤ツノレエ 大高栄子 仁藤ミヨ 大高幸子工藤

チセ 工藤ハナ木村ヨシミ 船木ヨシヱ木村ヒデ船木フデ船木節子

木村由利子木村和子木村五代子船木幸子船木あさみ木村和子木村

トミノ 木村涼子木村トメ 工藤琴子住吉優子工藤はるみ木村ミチノレ

小沢るり子村木タ紀子佐藤チセ

調査参加者高橋利夫佐々木士郎堀内智子大 友牧子秋山由美子熊谷栄利子 一

綾子富樫和枝渡会美奈子布施ま き 多田真由美大友照子大井裕子

早川一美野呂繁子佐々木美由紀堀真奈美沢田好子村井明美

由美茜尾江利子鈴木加代子斉藤博子本間宏鈴木雅員Ij

整理作業員鈴木光子渡辺章子京久美子石木田京子諸津早苗宮腰智子丑沢美記

子納谷鈴子鈴木仁美大谷祐子高橋洋子渡部香代子鈴木正一米森

伴宗米川一郎

調査協力機関 東北農政局能代開拓建設事業所

能代市教育委員会

秋田県能代土地改良区

小土部落会 、‘、，ノョ品別
M
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刈
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耳 醸 地と環境

立地と環境

杉沢台遺跡はラ東経 1400 15 140004".北緯 40015P -400 16P iζ{す請する。

遺跡の北を遠望すると，青森県との県境をなす内神1I1地が東丙iこ横走する。両方の口本海ま

での路離は，約 3.3kmである。自万の米代川までの距難は約 6kmである。

米代111の北には，約3D∞haの広大な る。この台地は段 よって構成され

2 



ている。遺跡は東雲台地の北縁に位置し，標高約35rnを測る。沖積地との比高は約25rnである。

遺跡の北側の沖積地には竹生川が流れ， 日本海lこ注ぐ。

竹生遺跡は， る台地縁を百万に約1 ，400mfJ~ ったところに 0 0  
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2 歴史的理境

米代JlIの北に広がる には， 20余力所の遺跡が確認されている(秋田県教育委員会

197θ 。これらの遺跡は，東芸台地の縁ーに分布し， fiI央部iこはいまのところ揺認されていない。

遺跡の時期はラ原始古代~暦史時代にわたる。台地周辺の米代]11. 日本海，竹生川が，この台

地を生活基盤とした人々の生活を規制していたものと考えられる。

この台地に人々が登場するのは， • f麦j羽田石器時代からのようである。能代市久喜沢字館下lこ

所在する館下 I遺跡では，杉久保型ナイフ形石器lこ額似する石器が 2点出土している。

地の北縁l乙位署する杉沢台遺跡周辺でも旧石器人が活動していたことが想像される。

縄文時代になると遺跡の数も増加する。

前期lこは根洗場 (3) ，杉沢台 (20). (22) .外林 (14)，大内坂 1 (32)遺跡が属

する。落合遺跡ではヤマトシジミを主体とする貝塚が形成された。

仁1]期になると館下 I遺跡Aグループがあり，昭和53年の調査で， [1明!ーj前葉(円筒土器上層式

C.D期)の集落跡が確認され，竪穴住居跡20棟，フラスコ状ピット 12基検出されている(秋

田県教育委員会. 1979)。

中期後葉~後期初葉(大木10式 e 大曲 I式期)の遺跡としては，館下 I遺跡Bクループがあ

り，竪穴住居跡14棟，フラスコ状ピ:;I、3基検出された(秋川県教育委員会 1979)。

晩期の遺跡としては，杉沢台 (20).大野遺跡 (29)があり，多数の仁製品，石製品が検出

されている。

弥生時代のi喜助;は未発見であったが，昭和55年に秋田県教育庁文化課が実胞した範囲確認調

奇で，真壁地トドメキ遺跡 (23)，真境地遺跡 (27)で弥生式土器か検出された。

!活史時代になると， I日本書記J • I続日本紀J• I二三代ブミ録jなどの文献に，米代]11河口

付近とィ雪えられる る。 I日本書記J (658 のi亭代部， r続日本記J(771年)

( 878年)の野代河北・野代常が，それである。これらの地名か具の野代奏， r三代

体的にどこなのかは令今後の研究をまたねばならないか，米代]11の河口付近であろうと推察さ

れる。

占塩@奈良[1与代iこ相当すると/与えられる であるが， 平安1I年代iこ属すると考えら

れる遺跡は多数存在する。高野野(1) . トドメキ (23---25).ガニガ台(4) . 

( 6) ，弔[卒 II (S) j墨跡などがある。

ワ
u 



吉代末~ヰ'i引ζ属すると考えられる館跡は，平泉チャシ (18)，作舘 (17)，荻の城(12)

(16)ヲ大館 (13)，金山チャシ (26)，サトチャシ (28)遺跡である。中田面遺跡 (8)

は131世紀中葉と考えられる集落であり，昭和54年の調査では，掘立柱建物跡25棟，井戸10基検

出されている。出立柱建物跡には‘四国庇建物が 8t東もあり注目された。

東主台地周辺iζ現;存する集落の大部分は，ヰ1位末期ー!の文書である「出羽田秋田部知行自

(天iE19年)， I秋田実季分限i帳J (文禄元年) . I秋田実季侍分限帳J (慶長6年) Iζ登場

する。したがって，東雲台地周辺の開発はだいぶ進んでいたと孝えられる。中世に当地域を支

配した桧山安東氏の居城である霧山城は，遺跡の出万約12kmのところに所在する。(永瀬)

3 竹生一杉沢台付近の地形 e 地質

① 調査にあたって

杉沢台遺跡と竹生遺跡がある当地域は，第四紀地質学上興味を持たれていたところで，早く

から付近の調査(白井1961，内藤196& 秋田第四紀研究クツレープ1977)がおこなわれている。

これまでの調査においては， との対比において多く議論されてきた。 の性格に

ついては意見の交換が多かった。そこで，杉沢台遺跡、にみられるフラスコ状ピットの底部にあ

る燥について精査した。

② 地形概要

すでに報告されている館下遺跡 (1979)や[1'国語等遺跡 (1980)，それに当遺跡は能代を中

心に広く分布する一連の段丘群の段丘面上に存在する。これら段丘群はs 北は白神LII地，東は

出羽山地で区切られ，南は八郎潟湖岸へと続く。当地域の南側には米代川がほぼ東西方向に流

れており，北側にはド流で束性i万向，上流にいくにつれて北東一南姐万向に湾曲している竹生

川がある。さらに北側には， [IJ EB面等遺跡を持つ舌状の段丘が竹生川とj詰川i乙規制された形で

。。

沖積回を被って，沿岸砂丘が南北万f11JIζ帯状に分布する。砂丘は 2層の腐植土層が認められ

今調査で:土器片を発見した。

設丘群と地質概要

付近一帯の段丘群は次の 4地域ごとにまとめられ， 5，..._， 9段丘iこ区分されている。 中心とす

る地域は，八森および北能代，米代川ド流域，八郎潟湖東地域である。

当地域は， jヒ能代地域と米代川地域の境界付近にあたり，ここでは使立上米代I11地域の段丘

i三分lこ従った。

米代I11流域では米代)11第一段丘からtt'19段丘まで 9つに区分(白石ら 1977)されていて，各

段目:の iミな特徴は次の通りである。



最高位段丘で，段丘面の高米代川第 1段丘

N
A
A
l
i
i省

度は 150m前後で，下位の段丘群とは明日立な

lこ

mの段丘牒屈をのせる。

る段丘で米代)11第 3段丘
II 

し.当地域ではほとんど分布していない。

H
咋
4

2
1
 

t
 

まりが南北方向に延び

これが当該する段丘ではなし 1かとい

疑問が残されている。う昆解もあるが雪

ていて，

両者とも中位段丘に米代川第 4、第 5段丘

D~ヨ
C D 

bo~oo9 • 
H 1 

。米 f~川 zn 7 ft II: G 米代1I1第 4段 li:
E 米代川第 6段丘日米代ハ1Zぉ3段 Ii:
F 米代川第 51止II: I i立 ;川、

竹生遺跡付近の段丘分布図

それぞれの函問の比高は小

I<m 

あたり，段丘高度は40---50m 

凹国られる。新第三系おには明瞭な

よぴ層位不詳含円傑砂層に不整合lζ重なる。

を伴う。

米代川第 6、第 7、第 8段丘

との間!、L 例

亡コ Eコ
A B 

V_/ )J区~
F G 

A i'1' Fl'l 、1;. ~'f 
J3 (沙 l王
C 米代川ヨl9 J芝II:

いずれも低位第 2図杉沢台，

らびに中位段丘との高度差は明瞭であるが，段丘にあたり，

1段丘傑}言を伴花向岩質傑を含む10数m"-'20rn第 7段丘iこはそれさい。第 6， 

っている。

米代JII第 4段丘(ま〕

この段丘の特杉沢台遺跡および竹生遺跡はいずれも米代}II第 4段丘の面上にある。そこで，

色をさらにくわしく述べてみることにする。

この段丘は，米代}II第 5段丘の凶側(海岸寄り) Iこ南北方向のよ:]まりを形成している(図3)n 

すなわち杉沢台遺跡付近を頂点に四万にゆっくりと尚皮を減じ竹生遺跡iこ至る。この一地点

ひと続きの段!壬tfliであろうと考えられていこれは，間においては段丘崖は認められないので.

る。

杉
沢
台
遺
跡

一一 5

米代川第四段丘の地形変化第 3図



次lこ，段丘は丘陵lこ近

いほど古い段丘が形成さ

ような見解をとっている。

すなわち，第 4段丘面が

陸上に姿を現わした後に

その平野を旧米代川|がjと

々西万向lζ流れ，平野を

浸蝕した。やがて，その

谷を埋めるように，現在

みられる第 5

である砂脱届(柱状図07

が堆積した，

というものである。しか

し，この考えには異論も

あり，今後の研究に待た

ねば.ならない。

地質については，地形

控ITfJ1i凶lこ現わした各地点

でのj也主状!文jを図 4に

まとめてみた。この凶か

らわかる通り，各柱状iヌl
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れていること あ一じ

るが，ここでは，第 5段

丘の新しい段丘の西側lこ

[~.l i第 4段i壬が形成され

ていることになる。秋山

第4紀研究グループでは

この高からについて次の

，'i'f，'ilili 

，'I'f，'， llli 

(ト111. 叫すパ ，i[:!JII'I') 

第 4図各地点、の柱状図

みられる砂出は，現地形rILII乙沿って，広く分布していることが予想されヲ前述の「こ

の地形fílÎはひと続きの段 lí~[IIIである jということと矛町しない

各地!iyjの-tな特徴をみると，まず，表!ffjlこは10"-'50cmの厚さ

の粘←!-.n'?}C亦色土)か70"-'150 cmの厚さで続く。さらにド位に

あり， ト1立には褐色

C7.5YR%)の砂まじりの

←日



層の風化帯とも られるが，明らかではない

粘土層が20，.._100 crnほど形成されている。 ζれは下位lζ続く砂

その下位には粗粒の暗青灰色の砂層が続き， 50，__ 200 crnと

い。この砂屈は広い分布をしめしラ潟西地域の:本内砂!亘iζ対比

ら1977)されている。なおラ柱状図04，05では この居 第 1表礎の分譲

は欠如する。

さらにそ 7 rn におよぶ:在b{j:業

(lOcrn)をはさん層があり，この下部lこは，

だり，シjレト岩の偽擦が含まれたりしているが，全

まだ明らかでない。しかし，この砂探!冨の一部

は，潟西地域の松木沢砂傑層に対比されるものと思われる。なお，柱状図07の上部にみられる

大~中陳層

第 5函撲の大意さによる分類

7 rn) は，米代)11第 5段丘を構成するものである。こ にも多数の花街

岩質傑が認められる。

最下位には砂管を含む細砂岩層が堆積しているが，層位関係はまだ明らかではない。

⑤ フラスコ状ピット底の磯

杉沢台遺跡lζ多数発拙されたフラスコ状ピットの底部にみ

られる礁についていくつか観察してみると， SKF281ζ小規模

ながら覆瓦状構造らしきものを発見した。また，

との境は明瞭であったので.こ

とその

の表面はラ

かつての水底面であろうと予想した。それで，この表面の磯

4 mm以上)150個を任意iζ選定し，燥の長径

方向および最大傾斜万向，最大傾斜角を測定した。

測定し終った慨はすべて採取し，諜種@重量@長径

L!J怪・短径を室内でおこなった。但し，機 1個につ

いては取り出す時，こわしてしまったので，採取し

た擦は 149個である。

大きさ 醸の大きさは，

類法にしたがって分類した。

この図からもわかる通り弘

を用い lの分

ついても最大のもので 130mrnであるのでラ全{本から

円十
ケ
}

ま

傑

じ

各

誌る

度

け

磨
う

円
というところである。

デル図(_Krumbein1941) Iと

7 

ソ
d

V
4
0
 

1
w
 

際
一
~

j
悶

i
a

一

円

/μ
ハ
リ

o. <1 

0.6 

U.5 

0. 

0.8 - 0.9 

第 2表礁の円騒度
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照合して.それそ・れの僚の問轡lJl:を求め.長2の分

lnlC従勺てJl1f買を;1(めた.

その給~. 円鍵 ・ 援内陸軍で805bをζえていて. 全

体的ICIIf減がすすんでいる ζとがわかる.このこと

は.JJ!Jtl!aか憾の供給鋭から縫い乙とをぷ唆してい

るものとtJ).われるの

~~ ， ' 
. ~砂

また.円熔m:の小心、ものの中Itli. ~;~ I ICみ 写真 1 ー._-..，，;ー』圃』圃』

られる必り . 同僚が~J札ているものがあり . その数 機府中の新しい割れ口苦情つ磁の例
(1131il1 c・F

もお側 0941)と混入していることは興味深

t、.

隊形度 恨のまるみを表わすbので.掠IlJ/j

法I~~のよう K してお乙なゥたa 僚の'1 01韮+

以後のílì と~fil杉+[1
'
径の値を求め，こ0)-つ

催地、ら.球形殴:を求める色章表(Krumb白川以 1)

をI11も、てtl1した。

その始決。ほとんどの僚は0.6-0且ま'l?1C含

まれており .形の変化I立少ない。 ζ れは僚の

.ì!鍛fr.~が長い乙とを物JE勺ている.

踊Z存度 艇のひらべ勺たさを友わしたものて.事事III

Ij法fi憾の長径と正面復の値を附いて. r僚の大・dさ

分布の~.l十111紙Ii:よる偏ギ疫の求め}jJ (符!!f:1$ 

他197百)から初出した.属平I!lの数航泊、人きいほど

、 1 '.ベ勺た~'0 ~a 2'ζ1:1. 2および30)僚のfJiJをの

せたので~!I\!されたい。

ζの総見4からみると.36量百が等兵でみるようは 、I~

べったさをt守っている乙とになる.

liIl檀 憾の分E到にあたっては.まず艇をれる

附カ， 9ーでニ分1.-.断菌1を1J1I....それをル

ーベを使勺て観望書した。但し t芸員X:{';駄につ

いてはひ石i61iーに検鑓を加えた。 ζの万法で

できるかきり様錘を細分して.それらを次の

9つにまとめて衣にした。不明とあるのは.

-11 

• 
回

!f';7図録形Jlによるヒストグラム
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第 8図 罵平度による撲の割合



、

判定の闘穫はものでおる.

・tellliコtJi:氏-'思色でち密なもの.およびぷ波'j!

後111i'ilJi 

。~~'Zi:I I I~'~ . 1尭紫色をしたもの.および淡IU色を

した安1I1符矧

。l/.t紋符J'di・1m紋訟と石英軍t山お

。 ý;~'t~臨i

。 IE面~r~耳i 文象車iお.~tc，つ閃縁結()，部分)

閃緑f'i

・綬ttiゼお tJI . 綬質祭色~お . Ht白泥む ・両ttf

.“~..:tJi :向俊凝灰省.f~閃石石英安dJ l'Hl.tflk

¥';. (J色の4語版省。(後苔 2 種lá1 1~ 非常1(.1>ろ

費電9図礎穫による分銅

い}

。その{自のり15: !長虎岩.石災前(.機rf
{刈舗は以上のょっiζ20輔i以上にもおよび.付近

の小骨J川の傑よりは.はるかに多彩であ る.また

んこうLil;liのむ体はこの地主主にli分布していない

のて.木、l'山むしく !i奄が森の自体かり辺iずれて ， 
きたむのであろう。花局告liIの館中.ほとんどは 写真3

IE尚閃緑むて.花街岩がほとんと見つからはいの

11 . 乙の花岡00:緑岩!t.石~でち*，ζ情，.1(され

ているからと 考えられる。なお. ~石IJi liほ

とんどすべて紛室付化されている しまた (j

(!!.鉱物I~緑泥.[，.録。E石 lζ変質している。

a‘ 

0・石英

PI:斜長石一面に舗雲母化して

いる』→J;'1幅

'‘ 

峨鰍Iζ ついて ~fζ興味ある ζ とは. Jli世~f' 

hろいi'1(!!.の凝':){む様が2世1:'1まれていたζ

とである. (種l&1299 長径ω圃 ， 'llj世43岨

.'11モ 1 5間同僚f~5.と 26g.50岨. 22圃

第101盟 定向o:!?tlダリアゲラム (131慣例}
『は推定される流水方向

20圃 . 6の二つ】 ιれから4えられることU.ゆるやかなcit.れが想定される.

定肉配列 。白水によゥて僚か.il調書されて. ある{な~，ζd:圭る草寺. ~体と LてF警は水'tf..OJ }j向1ζ

対して触の向きか長崎になるように.1，..;、傾向かある。 150簡のうち長袖を持つbの 13，1倒につ

いて.そのL<側方向をダイアゲラムにb.わしてみた.

-¥}ー



この結果からは，強い，一定方向の流れは想定しにくく，むしろゆるやかな流れで，水流万

向が定まりにくい環境が想定される。

覆瓦状構造 方位測定lこ際し， 2つの小規模な覆瓦状構造が見つかり，それから予想される水

流方向は N72口 WとN65
0
Eで，定向配列からわずかながらに予想される。 N40WとN70Eを

合せてみるとやや似た傾向をしめす。

以上のような特色から，この蝶層の形成された当時の環境を推定してみると，まずヲ円磨度

いこと，球形度にばらつきがないこと，太平山もしくは唱が森にみられる岩体の燥がある

ことなどから，この繰届は大きな日}IIによって運ばれてきたものであろう。現地点では米代川

以外には考えられないっ

次iこ，定向配列が安定していないことや繰の111

流水のおだやかな環境で堆積したものと思われる。

もろし っていることから，

(工藤)
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亜 発掘調査の概要

遺跡の概観

ni1干U5"1年 10 月 22 日 ~l] 月 l 日の範凶確認調査(秋田県教育庁文化課実施)で，追跡の範囲は
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第12図 杉沢台遺跡の地層

約35，000niであることが確認されている。

この遺跡は，東雲台地の北縁に位置する。東雲台地は段丘群(白石，工藤他， 1977)によっ

て構成され，当遺跡は中位段丘lζ位置する。また，この中位段丘は，遺跡と周辺では 2段にな

っている。上位は標高35m，下位は約32mである。発掘調査区域は，標高約35mの上位の段

丘面と下位の段丘面に移行する斜面である。

標高約35mの段丘面は，南方約 6kmにある米代川まで続き，広々としている。標高約32mの

段丘面は狭く，北に約20mで急斜面になり，沖積地i乙至る。沖積地の標高は約11mである。

遺跡の東側には小谷が入り込む。この小谷には，現在でも，良質で水量の豊富な湧泉がある。

遺跡下の沖積地には竹生川が流れ，日本海l乙注ぐ。

遺跡の現況は，畑地と水田である。水田部分は遺跡の南側の平坦地であるが，水田造成のさ

い，地山の上部を削っているため，遺構の一部の擦が破壊されていた。

当遺跡の地層は， 1 J麗が黒褐色土層 (20-30cm)， II J麗が暗褐色土層(1O-20cm)，亜届が

ローム層 (1-12m) であり，乙の下はローム層十砂層，砂層，操層へと続く。(永瀬)

2 調査の方法

発掘調査は，グリッド方式を採用した。グリ y ドの規模は 4mX4m。グリ y ドの南北方向

は磁北方向l乙一致する@グリッドの名称はp 南北にアルファベ:;~，東西に算用数字を用いラ

これらの組合せで表現した。

遺構の実測は，還り方損IJ量で実施した。 遺構の記号は下記のとおりである。

S1..竪穴住居跡，広I…竪穴状遺構，泣〈…土壌， SKF…フラスコ状ピ y ト， SD…溝

そして，発見11頃lこSK01，臼(02...のように通し番号を付した。その他の略記号は

12-
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RW…土器 S…石 (永瀬)

3 調査の経過

調査期間は昭和55年 4月14日~同年10月3自である。

4月14日の午前中は，小土公民館において，作業員との打合せ会。調査の自的，発掘の仕方

fスライド使用)ヲ勤務時間，賃金の支払い，諸注意を話合う。 15日，表土除去作業を開始，

西側から東側lζ調査を進める。西側には水田が l部あったが，転作作物が植えられていたため

7月以際に調査することにした。アゼを残しながら，第 I層を除去すると歴史時代の土壌，溝

竪穴住居跡を確認。 23日ヲ縄文時代前期，晩期の土器石器あ検出さ杭るようになる。 25日，

歴史時代の住居跡@溝@土墳の精査をはじめる。全体の表土除去作業を終了させヲ遺構の重擾

関係を把握してから精査にとりかかればよいのであるが、遺構確認面を長期間放置しておくと

乾燥による地割れ，埋士層の堅固化が進むため精査を開始。

5月 1日ヲ SI01の精査でカマド付近l乙多量の土師器杯が検出。 7日，長軸が15m以ともある

遺構 (SI06) らしきもの確認。地面が凹んだ自然地形なのか，それとも遺構なのか判断にまよ

いながら， 8日l乙精査。中軸線上で地床炉確認。大型住居跡であることが判明。 5月中旬にな

ると縄文時代前期の小型 e 中型住居跡も数棟精査終了。調査は標高35mラインに沿っ

進行し，調査予定区域のほぼ中央部で，楕円形iζ近し

ほぼ終了。しかしヲ SI06プ型住居跡の北側は，東西約30m，南北約 9mにわたって地山が出現

しない。もしかしたら， 30mを越す超大型住居跡ではなし1かという期待が持たれはじめる。そ

してヲ歴史時代の溝であるSDl19 14畜 16の精査過程で，住居跡の床面窃震の 1部を確認したた

め， 30mを越える大型住居跡である確信を持った。 21日、 Sl(万として精査を開始。 5月末にな

るとヲ発掘区の西側の北斜面にフラスコ状ピ y トが群集することが判明した。そしてきこのフ

ラスコ状ピット群は，標高30mラインの北側斜面に広く分布する乙とが予想されたため，斜面

の表土除去作業を開始。 30日， SKF08の精査，埋土j書中からこi二器とともに，自信(ヤマトシジ

ミ中心)検出される。

6月3日，竹生小学校児童来跡。 5E3， 盟主F18の精査で縄文時代後期の深鉢型土器(完形品)

が床面に倒立した状態で検出。今後，後期のj章構も検出さかる ζとが予想される。 5月末まで多

北側斜面と東側の表土除去作業を継続。

7月中旬までに，竪穴住居跡33繍，フラスコ状ピット 70基確認し，精査を継続。 10日，

の平面実測のための遺り方測量の杭打ちを開始。また，水田部分の転作作物の検査が終了した

ためヲ南側の表土除去作業も開始。 21日，高J段牛.大学牛が調杏iζ参加n 1貴構の事iWIを担当し

てもらう。 23日ラ竹生遺跡の調査開始。 30日，大潟村公民館一行来跡。
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8月4日，能代市中央公民館チビ y子教室一行来跡。由利高校生21名， 6自までの予定で調

査に参加。調査区南東隔に分布する縄文時代晩期の遺物包含層の精査開始。 5EL能代市東部

公民館チピッ子教室一行来跡。 8日，秋田県立博物館教室一行来跡。 8月末までに竪穴住居跡、

40棟，フラスコ状ピット 84基，土境15基，溝13条，竪穴状遺構 2棟検出。東雲中学校生徒来跡

9月2日，向能代小学校 4年生来跡。 6日，遺跡の保存問題について小土部落会，農政局，

文化課の話合いを現場事務所で行う。 12日，保存についての再度の話合いを持ち，農政局，地

権者，文化課参加。保存は困難であるという意見が多し。 9月中旬までに，北側斜面のフラス

コ状ピットは 100暴近くになる。泣<F'98，99からも貝層が検出され，員層出土のフラスコ状ピ

y トは全部で 6基となる。塙川小学校児童来跡。 24日，古池祐子(東大総合資料研究所)氏貝

のサンプリングのため来跡。 26日までに遺構の精査をほぼ終了。 27臼，午後 l時から発掘調査

を一般公開。 10月3日まで遺構の実測と写真撮影のほか，発掘用具の撤去作業。(永瀬)

N 調査の記録

縄文時代前期

① 竪穴住居跡

竪穴住居跡はすべて地山ローム上面で検出された。

倒的竪穴住居跡 調査区のほぼ中央で検出。もっとも標高の高い場所に位置する。

ヨ(04・9)05e 侶・ S131と重複するが，新旧関係はS131→SI06→区04.SD05. 09である。平面

形は小判形であり，長軸方向は略東一西を示す。外プランの規模は長軸約16m・短軸約 6.6m。

面積約81rrf。

床面は 2段構造を呈し，巾約1.5mのベンチ状床面が全局。この床面は内部に向ってし 1くぶん

傾斜し，段を形成しながら土問状床面(もっとも低位の床面をいう)に移行する。段の高さは

約20CIDo 土問状床面は，略長方形を呈し，平坦で堅くしまる。この床面の規模は長軸約12m，

短軸約 3m。

柱穴はベンチ状床面と土問状床面の段境に，長軸線lζ相対して配置される。柱穴配置・柱穴

規模から 2時期に分けられそうである。 I期の主柱穴はFl，.._.P9であり，柱穴規模がE期のそれ

より大きし中央部の柱間が狭くなる特徴を持つ。耳期の主柱穴は，段境l乙沿って配置されて

いる巳。-P23が考えられる。 1期より柱穴規模は小さくなるが，東西lζ拡張され，東西両端の柱

間が狭くなる。また，両端の中央部にも柱穴(目。 R心が配置される。柱痕跡を確認できる柱

-16 
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P27 -:-P3l)が認めら

れる。

炉はこの長軸線上の柱

穴と柱穴の間に位置い

いずれも地床(日，._， 110) 0 

FI e F4 e F5. F8は長軸

線からはずれる。長車由る史と

上に位置する炉は"熱作用

による赤色変化が激しい。

可。は熱土が凸状を呈し，

ベッド状床面に位置する。

北壁の 1部に沿って，

周溝が認められる。

土問状床面の東端部l乙

特殊ピットPaが存在する。
'i...¥ー，...--.._ .，---. 

平面形は不整長方形を呈 ぐ当手正主主空 7

し，長軸約 1m e 短紬約 第16密 SI06出土遺物

09mo 深さ O.64m。用途不明。

出土遺物は少ない。土器片と

および柱穴組合せ予想、国

iイ。二"-~ (~ 
h押三'Âi\ヲ~; ( 1 
‘-._-.....、¥ご¥ '¥ 

ヘーー、、、 ・ I ( 

"'~~~_.r. "F:、問、 I ) 
• ;. ! )'_イ_".' ¥ 1... 

e コ~7-;グポ今\___)

1 

金
どこ〉

8 

o 5CM 

1点，石匙 1点，扇平打製石器 2点，石斧 1点出土。 3と

7は床面から， 8は柱穴出土。他は埋土出土である。 lと2は口頭部の狭い文禄帯を持ちラ謀長

糸の側面在痕と刺突文が施文される。 3は木目状撚糸文が施文される。 7e 8の扇平打製石器

は，両側辺とも磨減している。

S107竪穴住居跡 調査区のほぼ中央， SI06の北1.5mc検出。 SI06と同様，遺構分布地域のな

かでもっとも標高の高い場所lζ位置。本遺構の北はすぐ斜面になりヲ台地のまさに縁に構築さ
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れている。杉沢台遺跡検出の竪穴住居跡のなかでは最大規模である。 SD03 • 05. 11 • 14 • 16 • 

笠宮03• 15・16，SI08 .11' 21.31.47.49， と るが宅新i日関係は泣(F15 • 16， S I 08 • 

11.21.31.47. :J9 ~SI07->SKF 03. SD03.05 .11' 14.16となる。

平田形は小判形であり，長軸方向は略東-1&1を示す。外プランの規模は，東端がSD14• 16に

よって破壊されているが，長軸推定約31m (30mまでは確認できる) .短紬約 8.8mo

床面は基本的には 2段構造を呈し巾約 2mのペンチ状床面が全屑する。なお，西端のベン

チ状床面は広く約 7mもあるが，西端の壁のくびれからこの部分は拡張されたものと推察され

る。ベンチ状床面は明瞭に段を形成し，ゆるく傾斜しながら土筒状床面に移行する。南側のベ

ンチ状床面にはもう一段認められるが，埋土層の観察からヲ本住居跡の初期のくンチ状床面と

土問状床[~Üの段境と考えられる。従ってー土問状床面は，最終的 iこは当初より狭く，深く掘り

下げられたものと考えられる。ベンチ状床面と土問状床面の比高は， 20-30crn。

土問状床面は略長方形を呈し，長紬約22.6m，短軸は中央部で約 4m，東西南端部で約3mo 

床面はほぼ平坦であり，やや堅い。

全体の面積は 222rrfであり，ベンチ状床面が 145rrf，土問状床面が77ばである。

柱穴はベンチ状床面から下の土問状床面lζ移行する段境に集中する。そして，長軸線を中心

l乙対称的l乙配置されている。柱穴配置 e 柱穴の規模@柱穴の重複@埋土の観察なと、、から 4期の

組合せが考えられる。 1期の主柱穴は，初期のものと考えられる段墳とわずかに外側に配置さ

れた日-H4が考えられる。中央と両端の柱間が狭くなる。立期のそれは，初期のものと考えら

れる段境にある日「胎が考えられる。中央と両端の柱間が狭い。直期のそれは，最終の段界の

わずか内側のPa-Paと考えられる。この時期の柱穴はやや規模を小さくするが，西側で延びて

いる。両端の柱間が狭い。 IV期のそれはラ設終のものと考えられる段墳にあるP必~局と考えら

れる。乙の時期の柱穴規模がもっとも大きくヲ東西両端lζ拡張されている。中央の柱問が狭い。

以上の柱穴のほかに長軸線上lこも柱穴と考えられる号5• Rm . P1Ul. Hm. Plω. Ilt6が土問J出末面

iこ存証する。

炉はラすべて地床炉であり，長袖線上に存在する柱穴と柱穴の間に位置する。日.........F6がそれ

であり，焼土は赤色変化が激しく，使用度が高かったものと考えられる。日---F5はわずかに凹

むが，民は凸状を~する。

壁は l部古代の溝によって破壊されているが明聴に判別できる。

周溝は認められない。出〆入口も不明である。

土問状床面の東半分lこは，位穴と様相を異にする特殊ピ y ト(Pt07. Hll. P山中114.H16)がある。

いずれも長袖線上でヲ炉の近くに位置する。Pt07• Plll • Pll2・ p山は円形を呈し，車径約80cm，'深さ

は25-，52crnである。 R16fま略長方形を塁し，長斡約 140crn，短紬約80crn，深さ63crnである。
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不明。

出土遺物は，土器片と石匙 3

石斧 1点'不定形石器 2点 e 石錘?点 e 扇平

打製石器 l点。床面出土は 3• 4 • 11 • 140 

1は羽状縄文と刺突文が， 2と4Iこは縄の側

面圧痕が， 9 I乙は木白状撚糸文が施文。他の

土器は口頭部文様帯が1.5，..._.1.8cm:と狭く，側面

庄痕文が施文。 3は口頭部が「く Jの字に外

反する。

14の石斧は片刃である。 15の扇平打製石器

は， 1側辺が磨滅している。

S I 08竪穴住居跡 S107に北東壁が破壊され

ているが，平面形は円形を呈するものと考え

られる。径約4.6rn。床面は平坦で堅くしまる。

柱穴は日-P4oP6は炉と考;zら札るが，焼

土が判然としない。 P5は径30cm，深さ34cmの

特殊ピ Y [--0 Rdこ接して台石があり，上面が

磨滅している。

出土遺物は，口顕部lζ刺突文の施文される

土器片と石錘3倒。いずれも埋土出土。

8109竪穴住居跡調査区の西側に位置し，

S102と重複。

平面は楕円形を呈し，長軸約 8m.短軸約

6m。面積約34rrf。

床面は 2段構造を呈し，巾20-50cmの狭い

ベンチ状床面が全周する。ベンチ状床面と土

問状床面との比高は約 8cm。ベンチ状床面か

ら遺構確認面までの高さは約30cmo

土問状床面は，やや凹凸を呈するが堅くし

まる。

炉は土器埋設炉であり，本遺構の中央に 2

力所存在する。

// ， 

1-
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柱穴は，

N
A
轟同パ

と炉の周辺の PlO.P11 • P13・P18が，

主柱穴と考えられる。壁に沿って，

Pz5P35も本遺構に伴うものと考えら

長紬線上にはP22 • P20苛6の特殊ピ

である。

ツトが認められる oPZ4は後世のもの

れるが浅い c

炉に接して 2個の台石があり，

ずれも上面は磨滅している。

1が炉 (Fl )の埋設出土遺物は，

EA' ~H-H.ìOO ほぼ完形。口径 22.5cm• 

淫14c沼'高さ 34.8c思。狭い口頭部文

上器で，

SI 08実測図
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には，側面圧痕文が，胴部には

口頭部第20図木目状撚糸文が抱文される。
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には低い隆帯が貼付され，東日突文が施文される。内面はミガキが顕著。

体に羽状縄文が施文されている。

第21図

2は波状口縁を呈し，側面圧痕文@異条羽状縄文 g 単軸絡条

ち錘 l体が施文される。石器は石斧 i点，届平打製石器 1点，不定形石器 l

調査地区の西側の台地縁l乙位置する。釘 10竪穴住居跡

円ff:;fこ近い楕円形を呈する。長車IB約 5mo 短S103と重複し，壁の一部が破壊されているが‘

く，斜面側が低い。

25-

台地側(南)

軸約4.2m 。面積約 17 rrf。

に近く掘られ，



第22図 S I 09 出土遺物

床面は 2段構造を呈し，巾

20-50cmの狭いベンチ状床面

が全周する。ベンチ状床面は

平坦で明瞭な段を形成しなが

ら，土問状床面iζ移行する。

段の高さは約15cm。

土問状床面は平坦である。

柱穴は段境の日-P6.が主柱

と考えられる。周壁にも P7-

Pl4が25!められる。
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E主 H~J4.400 EA' 

SI03 

土問状床面には P15.P16の特 ~へ一一 ~'ゾu

殊ピットがあり，とくに日5は

床面lζ高さ約16cmの粘土を土 第23~話 S 1 10 実現g函

手状lζ張付けて作ったものである。台石が 4偲あり， ら.S4の上面は磨滅している。

円。
の
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SI07と重後8111竪穴住居跡

ぞ〉
号事フ

@Zq/W 

@JP3 ⑥ 辛

し，南側の樫は破壊されている

が，平面形は円形を呈するもの

と考えられる。径約 5m。壁高

は約30cmでヲほぼ垂直に擁られ

る。主柱穴は日-P4@ P6 e P8 e 

PlO-P13と考えられる。床面は平

坦で堅くしまる。床面のほぼ中

央にあるP15は，炉と考えられる

が，焼土は判然としない。炉の

EA' 
~H・34.判。

近くに特殊ピットP16がある。

出土遺物は，羽状縄文と単軸

絡条体の施文される土器片が埋

実測図81 11 第24図土から出土。

S I 07の西側SI12竪穴住居跡

ー
に
J
i
l
l

xn 
A' 

近くで検出。平面形は不整円形を

南壁は約40cmの高さであるが，傾

主し，径約 4.6IT¥，国靖約 14.3rrf。

斜地の北側は不明。床面は平坦で

93 堅くしまる。主柱穴は目。 P2・P4
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:0:" n 
日 nO

(O;;20 
po 

30O'" ~ι守、:街.[')
í'~. ，、ー.rJ 

@'9 6:~_〆向。叩
P2 訂~一一目.I，¥，lj p， p， _. p. 

A 

やHは炉と考

SI07の北で検

えられるが，焼土:ま判然としないこ，

p7 . paJo P22 • 

Pae sJの小柱穴がめぐる。

P8・hと考えられる。

このPllの局屈には，

8113竪穴住居跡

ヲヨ

1 暗褐色 7.5YR:% 
2 ・ 褐 色 7.5YR五
3・日月褐色 7.5Y R与/
4…暗褐色 7.5Y R% 
5...黒褐色 7.5YRち
6.褐 s 7.5Y R% 

AH'1'.3日

し，新!日

関係はSK10→SI13→SKF18である。

SKF18 • SKI0と出。

平面は不整円形で南北6.3mo 面積

Eえ

p 

は約26rrf。壁高は西側で65cmラ北

の斜面側は10cmo 床面は平坦で竪

実瀦図SI12 

り
J
H

第25図

くしまる。炉は地床伊で中央lζ2

カ所あり，熱作用による赤色化が
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実現1国S I 13 第26図

激しい。主柱穴は日-P30 P5 e おと考えられる。

と木白状撚糸文の施文される土器片。出土遺物は，埋土から側面圧痕文が施文される

e 石錘 4点。器は石錐 l

調査区の西側で検出。平面形は円形で，径約 4m。面積は約10rrf。壁高約SI14竪穴住居跡

40cm。床面は堅くしまる。中央部l乙炉と考えられる P7があるが，焼土は判然としない。柱穴は

H --P'lo特殊ピ yトP6が南壁近くにある。台石が床面から 1cm ほど浮いて出土したが，

磨滅していない。

し，壁は南側斜面上

e 扇平打製石器 l点。

6基のフラスコ状ピットと

口わっω

出土遺物は，埋土から石封印点。石匙 l

5107の北斜面で検出。SI15竪穴住居跡



，ぶ
吋V

J' 

A 

方しかわからない白壁高約65cmo 床

新しい。平面形は円形で弔径約3.7mo

北側で、約23cmo 床面は平坦であり，

る土器片と石匙 2点'石錘 1点が埋

SKF43と重複しているが，本遺構が

出土遺物は，羽状縄文の施文され

SI16竪穴住居跡西側斜面で検出。

面積は約 6ni占壁高は南側で、約50αn

面は平坦。柱穴は日のみである。

土から出土。

0
2
2
γ
工

《

凶

BK
一

壁に沿って溝がめぐる口柱穴は床面

A Hw34.455 

壁l乙沿って日，._， Ps・P7のP6のほか，

がある。
! 一巣 7.5Y R2

フ

2...B吾褐色 7 5Y R3， 
3. 極暗褐色 7.5 Y R 2~ 

2M4・培褐色 7.5Y R3~ 
M 

狭い口頭部文様需に出土遺物は， 。
側面圧痕文の施文される土器片と石

実測図SI 01 第27図
1点と石錘 l点が埋土で検出。金

NAAパ

SI18と

重複し，東壁が破壊されて

られる。壁高約20cmo 床面

は平出口柱穴状ピット日~

いるが，平面形は径約 3.4m

の円形を呈するものと考え

SI17竪穴住居跡

~。
f 

f 

f 

， 
l 

i 、
¥ 、

P6が認められるが浅いD 床

しない口

出土遺物は，埋土から石

面中央l乙炉かと考えられる

Piがあるが，焼土は判然と

A' ~H.羽 985

調査地

鍬2点 e 石匙 1点。

SI18竪穴控居跡

域の中央からやや東の台地

実測国

29 

15 SI 第28図

の縁で検出。大型住居跡SI

J7のすぐ東に位置する。多
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1---黒褐色10YR%

2・・掲 色10YR%  

3…黒褐色10YR:Yt 
4…婿褐色10YR-v.， 
5 ・暗褐色10YR:y. 

ι 

ム H-"_醐 ' "-

1寝きテI
主主H・34.600 EA' 

第29図 SI16 実測図 8 
2M 

M 

第30図 S 1 17 実測図

くの遺構と重複するが，新旧関係は， SI17. 47. SKF90. 91・92.103→SI18→SD12 • 13・16

となり， S130・SKF70との関係は不明である。

平面形は，確認できる壁@柱穴配置@炉の位置などから楕円形ないしは小判形を呈するもの

と考えられる。長軸推定約15m.短軸推定 7mo長軸方向は南一北である。

床面は 2段構造を示すらしく，中央部lと段が認められる。段の高さは約10CID 0 ベンチ状床面

の巾は約2moベンチ状床面も土問状床面も平坦で竪くしまる。

柱穴はベンチ状床面と土問状床面の段境iζ集中し，柱穴配置 e註穴の重複から考えて 2時期

の組合せが考えられる口 I期は日，._P8の組合せが予想される。 I期の柱穴位置は南北両端の柱

間距離は短くなる口茸期は Pg-P16の組合せが予想、される。

以上の柱穴のほか，長軸線上にもお--Boの柱穴が認められる。

炉は，この長軸線上の柱穴と柱穴の問lζ位置する。いずれも地床炉(日--F5)であり，熱作

用で赤色変化している。

壁は西側と東側が明瞭であるが，傾斜地の北側と東側は不明である。壁は垂謹に近く堀られ

壁高は約40CIDで、ある。

pzoは，柱穴とは様相を異にする特殊ピットでラ口径約 1m .深さ38cID。用途不明。

出土遺物は， 2がP7の出土であり，他は埋土からの出土。比較的多量の土器が埋土から出土。

1と2icは羽状縄文と側面庄痕文が施文され 2の柄下半部lとは多紬絡条体が施文されるo 3 

--6 i乙は，口頭部lと側面圧痕文が横位 e 縦位 e 斜位児施文。れとは料突文が施文。 8は波状沈

線文と刺突文が口頭部iζ施文される。石器は石槍し石匙 5点，石錘 1点，扇平打製石器3点，

石錘 5点。

nu 
qδ 
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SI19竪穴住居跡 SI07の

北で検出。 SKF47e 81と重

複し，本遺構が吉い。平面

形は不整楕円形で長袖約 3

m口面積約 6ni。壁高約20

Cillo 床面は平会坦。柱穴は不

明。

SI20竪穴住居跡西側斜

PI3 。
第32図 -_← 一司一一一ー一一一一← ー一一一ーーーーー一ー一

面で検出。 SKF13• 82と重 S' 18柱穴配置と炉の関採

捜するが守本遺構が古い。 および柱穴組合せ予想図

平面形は円形を

SI21竪穴投居

跡 SD14が西壁

を破壊。平面形

は円形と考えら

れる口床面は平

坦。炉と考えら

れるピットが中

央にある。

SI22竪穴住居

跡北斜面で検

出。 SI23e SKF 

45と噴複。新!日

関係はSI23→ SI

22→ SKF450 平

l白ìlr~は情円形を 第33図 SI18 出土遺物

呈し，径約 3m

と小さい。住居

跡の掘り方も浅

く，壁高約10cillo

床面は竪くしま

る。

l 

c:::， 

月4
u
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第35図 SI20 実測図

第36図 SI21実測図

や由!

第37図 SI22 実測図

呈し，長袖約4.8m.短軸約3.4mo面積約11ni。

中央に浅い凹みPlがあるq 床面は凹凸をなす。 払

を呈するものと考えられる。南の壁の高さ約20cmo床面

は凹凸をなす口Pt，..._，日の柱穴が認められる。

SI24竪穴住属跡 北斜面lζ位置する。平面形は楕円形

を早し，長Ili由約3.3m.短1M]約2.7m。面積約 9ni。壁高は

南壁約20cm.北壁約 5Cillo床面は堅くしまる。柱穴は pt

~おと考えられる。 日は特殊ピット u 台石 1{開あり焼け

(
L
f
/
l
 

ている。

出土遺物は，口頭部l乙綾絡文の施文される土器片出土ω 第38図 S 123 実温IJ図
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第39図 SI24 実測図

~H-J4.540 A' 

第40図 SI25 実測図

SI25竪穴住居跡 調査区の西側で検出。平面形は円形を呈し，径約3.3m。面積は7.2n1。壁約

33cillo床面は平坦で堅くしまり， 1部lζ溝が認められる。 PI'"''-'Psが柱穴と考えられる口

個があり，上回は磨滅する。

出土遺物は， i事寸.から石錘 1点，凹石 l

SI26竪穴住居跡 調査区の西側で検出。平面形は楕円形を呈し，長軸約8.3m.短帥約5.5mo 

面積約36n1口床面は 2 段構造を呈し，巾約1.8~1.5 mのベンチ状床面がめぐる。ベンチ状床面は

平坦で，ゆるく傾斜しながら土問状床面に移行する。段は明瞭で，高さ約12cillu 主柱穴は PI'-"'"

巳と考えられる。そのほか， Ps・P6・PlI. PI7も柱穴で‘あろう。土問状床面は長方形を呈し，堅

くしまる u 長拙線上の 2力所lこ地床炉があり，熱作用による赤色変化が激ししベンチ状床面

いるコ

の東側と西側lζ溝が;52、められる。特殊ピ yトPI2が南端lζ 。。 2伺あり，磨滅して

H~土遺物は，羽状縄文と単rp.由絡条{本の施文された土器片と

l点が埋土から検出。

SI27竪穴住居跡 SI26~こ隣接する口、i正面jf;は楕 I'J 形で，長車，1J約4.8m. 短車，11約4.3 mo [1:lI積約10.

l点@ィー定石器 l点 e 婦、!え打

3fIto見守高約30Cillo床i長iは幣くしまる二柱穴は，PI '""-' P5' P7' Peと考えられる。 床面J)南fWJ~ζ 

段が認められる。

出土造物は， ;t_]状縄文と多i拍手与条{本の施文された とJmi'1と器 l点が埋士で検出。

SI28竪穴住居跡 西側主で¥検出。北は不明であるが， IIJ形を2すると与えられる口 r+i

高さ約20CllloSKF27と前複し，本遺構が古い円
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第41図 SI26 実測図
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SI29竪穴住居跡北斜面で検出。

九八~平面形は円形を呈するものと考え

られる。 SKF48.50と重複し，
~ oo~高

構が古い臼壁高約13clllで，北側は

不明。床面は回，~:Jをなす口日......_， P3 

が柱穴と考えられる。

出土遺物は，埋土から石匙 1• 

e 周平打製石器 1

SI3百竪穴{主窟舗i S1321ζよって

北壁が彼壊。 ~rと面形は円形を

るものと考えられる。壁高約14clllo

柱穴は同 .P3. PS. P6と考えられ

る。床面は凹凸をなす。 P2は特殊

ピット。

A 

ーιH-34.500

出土遺物は，埋土から不定形石 第42図 SI27 実測図

器 1点。

SI31竪穴住患跡 SI06と07に南

壁と北壁が披壊。平面形は円形を

るものと られる。柱穴ら

しい H.P2が認められる。床面は

わずかに凹凸をなす。炉は不明。

床面中央で台石 2個検出され、上

両は磨滅している。

SI32聾穴住居跡北斜面iで・検出。

住居跡 i棟@フラスコ状ピット 8

某と重複する口新!日関係はSI30.

SKF53 • 57→ S132→ SKF57・58・

.59 • 78・79• 80と考えられる。

日fiiJ巴は伯円形を呈すると与えられ
第43函 8128 実測図

るが，北壁は不明。 高さ約78:111o 床面は 2段構造をなすと考えられるが，北側は不明む

Plr-....ぬ.P7 • P9が主柱穴であろう。.t也床炉が 3カ所認められる口

1 1\土遺物は，すべてt~j二で~検出。 1 と 2 は口室長部lζ 綾絡文口 3 ，ま降帯を貼付し，その上に指

37 



第44図 SI29 実測図

頭庄痕文を施文。 4は側面圧痕文を施文。 5は刺突

文と側面圧痕文を施文。石器は石斧 l点@扇平打製

石器 l点@石錘 9点@石匙 2

8133竪穴住居跡北斜面で検出。 SKF17 • 23・39

と重複し，新旧関係はSKF23→ SI33→ SKF17.39と

なるものと考えられる口平面形は円形を呈するもの

と考えられる。南壁の i高さは約15cIDo 床面は平坦。

出土遺物は，埋土から検出され，羽状縄文十側面

圧痕文の土器片と狭い口頭部文様帯i乙側面圧痕文の

施文された土器がある。

SI34竪穴住居跡 SI18の近くで検出。 SKF51・69

容'-..f)九

"----/ ¥ 
子¥ノ

第45図 SI30 実測図

告

と重複。平面形は円形を呈するものと考えられ，径 第46図 SI31 実演!図

約2.8cID。柱穴は Plo 床面は平坦。壁高約13cffio

出土遺物は，埋土から石錘 1点，石匙 1点。

SI35竪穴住居跡 台地の平坦部で検出。平面形は円形を呈し，径約 3ffi口面積は約8.2rrf。自主

高約20CID。床面は平坦。柱穴は P2u P3は炉かと考えられるが焼土は判然としない Pd才、特殊ピ

ット。

SI:36竪穴住患跡 rfl3mlJの平沼部で‘倹平出i形は 11j形。後約2.7ffio面積約 5rrf。壁高約JOCffio

床面は平坦。床面中央に浅いi国み pzがある。

出土遺物はー埋土から石匙 l点， l点，石錘 l

:38 
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調査区のi西端で検出口完掘していないが，平面形は円形を呈すると考えらSI37竪穴住居跡

Pl"'_' P5. P7. Psが柱穴。 P9は炉とザーによって削平口床面は凹凸をなす。れる。壁はブノレド
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PlOは特殊ピット。
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考えられるが焼土は判然としない。
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8!39.40竪穴住居跡北斜面で検出oS140から S1391と縮少されたものと考えられる。平面形は安

いずれも楕円形を呈する。長軸は， S140が約6.2ffi • S139は約4.1ffio 

¥'f. 

第56図 S 139.40 実測図

SI41竪穴住居跡 北斜面で検出。 15基のフラスコ状ピッ

トと重複し，原形は判然としないが，楕円形を呈するもの

と考えられる。南壁は約60cmで，北壁は不明。床面は凹凸

をなし， 2段構造を呈するものと考えられる。柱穴は日~

日が主柱穴。長車fJ1線上iζ5カ所の地床炉が認められる口

出土遺物は，床面からの土器で口径12.7cm，底径7.5cm，

高さ21.5cmo 狭い口頭部文様帯lζ側面圧痕文十刺突文，腕

下半分部に羽状縄文が施文される。

SI42・43竪穴住居跡調査区の西側で検出。いずれも壁の

l部が検出されたのみで，平面形は不明白日，..._， P!4まで認め

られるが，どの住居跡ICf'4':うものか不明である。床面は平

tE! 

出土遺物は，埋土から束IJ突文が施文される土器片と，側

面圧痕文の施文される土器片出土。石器は石錘 5

42 

第58図 S 141出土遺物
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第59図 S I 42， 43実浪Ij図

SI科堅穴住居跡 遺構分布地域のなかで，もっとも標高の高い

などの大型住居跡の立地条件と同J徒である。

平面プランは小判形であり，長袖方向は略東一西である。本遺構の西側は，水田造成のさい

し‘ SI06.07. 18 

ブJレトーザーによって再IJ平され，壁が破壊されている。また亨西側はいくぶん低くなるためか，

壁は不明である。規模は，長軌推定28m，短紬推iと約 9mであるこ

床面は 2段構造を呈しラ rll約 2mのベンチ状床面が全局するものと考えられる。ベンチ状床

面は，ほぼ平坦で内部iζ向って傾斜しながら土問状床ItJiiこ移行するのベンチ状床面と土問状床

面の比高は20，-.._，30cmで、ある。土問状床面は略長方形を呈するが，西部の北側が広がる。この土

i現状床面の規模は，長事I}J約23m，短qi由は*西の(Jij端がやや扶く約 3m，中央部で約 11mである口

士問状床面はほぼ平坦であるが，堅くないっ

柱穴は，ベンチ状床面と土問状床面との段境lζ，長車1[1線応対して対称的iζ配置されている。

45 



日.......-Pr6が主柱穴と考えられる口建替えはないものと考えられる。部分的に柱穴が重複するが，

柱間をみると，両端と中央部が狭くなる。

P2' P30. P36. P 41がそれである。柱穴は長軸線上iこも認められる。

わず‘かに凹むj也床炉であり，長l!ilD線上の柱穴と柱穴の陪]lc存在する。 れ以外は長軸綾
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炉は，

上に存在するが，誌は長軸線から南にずれる口炉

I告さはべ

は，熱作用で赤色に変化している D

j苛壁は中央部lζ しか認められないが，

ンチ状床面より約15cmである口

土問状床面の東端部の P42・Pd主柱穴とは様相

を異にし，口径 1.......-1.2 rnの円形を呈する特殊ピッ

用途不明。トである。出土遺物もなく，

2と5が柱穴で検出。lが床面，出土遺物は，

その下lζ降1は口頚部lζ複節斜縄文が施文され，

2と

ボタン状

の粘土塊を貼付。頂部の凹む小突起を有する口

Ocf 
F 

u... 

46 
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3は側面圧痕文を施文。

4は，刺突文を側面庄痕文風lζ施文し，

斤
I
l
ゅ

東IJ突文を施文。

石器は石錘 6点。
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SI45竪穴住居跡 5144と 平面形は楕円形を呈し，長軸約9.5m .短軸7.3m口面積52rrf。

2段構造を呈し， r!J約1.8mのベンチ状床面が全局しヲ溝が認められる。ベンチ状床面は

平坦で，約10cmの段を形成し.土問状床面に移行する Q 土問状床面の平田形は，路長方形を呈

する。床面は竪くしまる。

柱穴は， 日...._，P6が主柱穴で，他の柱穴から建替えもあったものと考えられる。

長軸線上lζ2カ所の地床炉が認められる。使用度が高かったとみえて，焼土は赤色変化が顕

著である。

特殊ピット P29が，東端近くに認められる。

/_[j土遺物は 9 埋土から口頭部lζ側面圧痕文の施文される土器片と側面庄痕十束IJ突文の施文さ

れる土器が検出。石器は石匙 7点@石斧 4点@扇平打製石器 2点@石錘20点。
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SI46竪穴住居跡 東斜面で検出。 5KF99.100と し，ほぼ円形を52するものと考えられる。

床CTiIは平坦で，中央iζ炉と考えられる日があるがヲ焼土は半IJ然としない心

5] 



s~!rçr-H守一

/ 

一/SD" 

8 2M 

トヱ
'
Z
言。

@ 

@ 
5118 

第65図 S 146 実測図
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第68図 S 149 実測図

SI47竪穴住居跡 SD14.16 • SI18!ζ壁が破壊されるが，円形を呈するものと考えられる。

柱穴はPt.P2と考えられるが浅い。

SI48霊穴住居跡 東斜面で検出。平面形は楕円形を呈する。長軸約3.6m.短軸約2.7m口面積

約5.7rrf。床面は平坦であり，柱穴 e炉は不明。壁高は，南側で、約50CID.北側で約18cIDo

出土遺物は埋土から石槍 l点出土。

一~52



SI49竪穴住居跡 S IO 7 • SKfiO 4 • 05と重複し，新旧関係はSI49→SI07→SK05でありヲS即 04と

の関係は不明。床面は平坦で，投穴は日~日と考えられる。(永瀬 e 佐々木)

② フラスコ状ピット

大部分はi也山上回で確認されたものであるが，竪穴住居跡精査のさい，埋土や床面で検出さ

れたものも少なくない。また，実測記録i刊に崩壊したため原形を留めないものもある。なお，

記述の順序は， (1)関口部の平面形， (2)底部平面形， (3)断面形. (4)口径・底径@深さ， (5)底面の

状況. (6)その他特記事現@出土遺物(遺物はすべて埋土から検出された)口

SKF01フラスコ状ピット (1)円形， (2)円形， (3)フラスコ状， (4) 2 m & 2.2 m. 1.6 m， (5)壁ぎわ

にピットあり。

SKF02フラスコ状ピット (1)円形， (2)円形， (3)フラスコ状， (4)1.4m・1.6m. 1.0 m 

SKF03フラスコ状ピット (1)円形， (2)円形， (3)フラスコ状， (4)1.1m. 1.5m.1.04m 

SKF04フラスコ状ピット (1)円形， (2)円形， (3)フラスコ状， (4)8.2 m. 1.6 m • 0.94 m 

SKF05フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形， (3)ビーカー状に近い， (4)2.7x2.2m.3.0x2.3 

m・0.9m，(5)壁沿いに溝とピットあり， (6)礁のつまっているピットあり。

SKF06フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形， (3)ビーカー状に近い， (4)2.9x2.5mo2.8x2.3 

m. 1.5 m， (5)壁沿いに溝とピット， (6)側面圧痕文の施文された土器片と石錘 2

SKF07フラスコ状ピット (1)楕円形，(2)楕円形， (3)フラスコ状， (411.5x1.1m.1.6x1.3m' 0.9 

m， (5)中央に，ピット。

SKF08フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形， (3)ビーカー状に近い， (4)2.8x2.0m' 2.3><1.9 

m. 1.3 m， (5)周囲に溝あり， (6)底面から約10'""-'40crnの埋土層で、土器片と貝層検出。 1は，口径

19.3 CID .底径10crn.器高39.9CIDo 口頭部は，わずかに外反。胴部上半と口顎部lと羽状縄文凸乙

の下lζ多軸絡条体を施文。口頭部に横位の側面庄痕文3条を縞文。内面のミガキ顕著口 3，.._， 7

は羽状縄文十刺突文が施文。貝類はヤマトシジミ約9，600個体・カワシンジュガイ約1，150個体 e

オオタニシ約50個体 e カワニナ 11個体 e ヒメギセノレ 9個体，ムツヒダリマキマイマイ l個体 e

サザエのふた i個 e サノレボウ 1個体。員層中iとは多数の魚、骨が含まれている。

SKF09フラスコ状ピット (1)円形， (2)円形， (3)ビーカー状に近い， (4) 1.4 m. 1.5 m 0 1.0 mラ

(5)壁に沿って溝。

SIくF10フラスコ状ピット (1)楕円形. (2)椅円形， (3)ピーカー状iζ近い， (4)2.2x1.9me 2.0 1.6 

m' 1.2 m， (5)壁ぎiつにピット。

SKF 11フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)円形， (3)フラスコ状， (4)2.2x1.6mo 1.6mo 1.6m口

SKF 12フラスコ状ピット (1)fljJT:;， (2)PjJr:;， (3)フラスコ状， (4)1.0mo 1.6mo 1.5mo 
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パ
)

K
U
 



、丸、

v 

， ' . 

守 rγ

2 

第69図 SKF 08出土遺物

SKF13フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形， (3)フラスコ状， (4)1.1 0.9me 1.5;<1.3m.1.1 

ロ10

SKF14フラスコ扶ピット (1)楕円形， (2)楕円形，(3)ビー力一状に近い.(4)2.8x2.1 m. 2.6x 1. 9 

mo 1.6m， (5)壁ぎわと中央lζ溝とピ yト， (6)口頭部に単節の斜縄文を施文する土器片。

SKF15フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)構円形， (3)フラスコ状， (4)1.9 x 1.4 m. 2.1 x 2.0 m. 1.4 

m
 

e ピット e 中央近く iζ も溝， (6)羽状縄文→側面圧痕文施文の土器J=1と刺突文

施文の土器片。

SKF16フラスコ状ピット (1)不整楕円形， (2)楕円形， (3)ビーカー状lζ近い， (4)3.0 x 1.9m. 2.4 

x1.8m・O.9m (5)壁ぎわにピット。
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SKF17フラスコ状ピット (1)円形， (2)円形， (3)フラスコ状， (4)1.2rn. 1.7rn. 1.3rn，(5)壁沿い

と中央に溝@壁ぎわにピッ人 (6)Il縁部に段あり口

SKF19フラスコ状ピット (1)円形， (2) PJ ;If-;， (3)ビー力一状に近い， (4)2.3 rn. 2.1 rn. 1.4 rn. 

沿って溝とピット， (6)口縁部に段。

SKF20フラスコ状ピット (1)不整楕円Jt九 (2)佑円jf-;， (3)ビーカー状に近い号 (4)2，7 2.1111" 2.1 

1.8rn.l.6rn宅 (5)墜に沿って講号 (6)羽状縄文¥-{則的I圧痕文の施文された土器「?と隆需+刺突文

の施文される土器c 石匙 l点。只屈は底凶jから0.6"""1 rnの埋土屑から検出。員はヤマトシジミ

約58.760偲体ーカワシンジュ力、、イ 320個体 e 力ワニナ約200偶体 e サノレボウ 6個t本@サザエの

ふた 2個・コタマガイ i個体・ハマグリ 1個体@ムツヒダリマキマイマイ l個体であり，

中lζ多数の魚骨を含む。

SKF21フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)柏:円形， (3)ピー力一状に近い， (4)3.5 3.1 rn. 2.4 2.1 

rne 1.4rn， (5)壁に沿って溝とピット@中央lζ溝。

SKF22フラスコ状ピット (1)惰円形， (2)円形， (3)フラスコ状， (4)1.2 0.9rn. 1.2rne 1.1 rno 

SKF23フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形， (3)ビーカー状に近い， (4)2.2 1.8 rn. 1.9x 1.5 

m・1.5m，(5)壁に沿って溝とピット@中央にも溝口

SKF24フラスコ状ピット (1)不整円形， (2)円形， (3)ビーカー状に近い， (4)2.5 m・2.0rno 1.4 m， 

(5)壁ぎわと中央lζ満， (6)周囲lζ柱穴状ピットあり口

SKF25フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形， (3)フラスコ状， (4) 2.2 2.1 rn. 2.0 1.6 rn. 0.9 

m， (5)境に沿って溝とピットタ (6)石匙 l

SKF26フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)椅円形， (3)ビーカー状に近い， (4)2.5 2.3rn.2.2x2.0 

m' 1.3m， (5)壁沿いと中央に溝・壁ぎわにピット， (6H'1縁部lζ段あり。

SKF27フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形， (3)ビーカー状に近い号 (4)2.5 2.0 rn • 2.2 1. 7 

me 1.3m， (5)壁沿いと中央iζ溝@壁ぎわにピット， (6) i1縁部に段あり口

SKF287ラスコ状ピット (1)不整楕flJj杉， (2)惰円形， (3)ビーカー状に近い， (4)3.0:v:2.7rn'1.9 

1.7mo 1.5m， (5)南竪沿いに溝， (6)石錘 1，oo

SKF29フラスコ状ピット (1)指円形， (2)円形. (3)ビーカー状に近い， (4)2.9戸 2.3m.1.7rn.1.8

m， (6)側面圧痕文の施文される土器片。

SKF30フラスコ状ピット (1)不整楕円形， (2)11]形， (3)ビーカー状lζ近い， (4)3.3x 2.7 rn' 2.0m 

• 1.5 rn， (5)壁ぎわに溝， (6) iJ縁部に段あり。石鍾 2j闘。

SKF 31フラスコ状ピット (1) fl]形， (2)円形， (3)ビー力一状に近い， (4J1.8me 1.3meO.6mo 

SKF32フラスコ状ゼット (1)円形， (2) f fJ形， (3)ビーカー状に近い， (4)2.1m.1.1rn.1.3mo 

SKF33フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)円形， (3)フラスコ状， (4)2.4 2.0m. 2.0rn" 1.5m， 

C:.'7 
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(5)壁沿いに溝，中央付近にピット， (6)扇平打製石器 l点。

SKF34フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形， (3)ビーカー状に近い， (4)2.2 x 1.9 m. 1.8x 1.6 

m.1.2払 (5)壁沿いに溝とピット e 中央にも溝， (6)羽状縄文÷側面圧痕文の施文された土器片凸

2点，石錘 2

SKF35フラスコ状ピット (1)椅円形， (2)祐二円jf:;， (3)ビーカー状iこ近い， (4)2.8 2.5 m. 2.4X 2.0 

rw1.9m， (6)羽状縄文ト側面圧痕文の施文された土器片。

SKF36フラスコ状ピット (1)円形， (2)円形， (3)フラスコ状ラ (4)1.3m-1.0m.1.6mo

SKF377ラスコ状ピット (1)楕円形， (2)婿円形ラ (3)ビーカー状lζ近い， (4)2.4xl.9m.2.3x1.3 

m・1.0血多 (5)中央と壁ぎわにピット。

SKF38フラスコ状ピット (1)円形， (2)円形， (3)ビーカー状に近い， (4)1.8m・1.6m.1.0m，

(5)壁ぎわにピット， (6)石錘 l点。

SKF39フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)不整椅丹形， (3)フラスコ状， (4)1.7x 1.6mo 1.8x 1.5m 

0.9mo 

SKF40フラスコ状ピット (1)円形， (2)楕円形， (3)フラスコ状， (4) 1. 9 m. 1. 9 x 1. 3 m. 1. 0 m ， 

(6)石箆 1点。

SKF41フラスコ状ピット (1)不整楕円形， (2)楕円形， (3)ビーカー状に近い， (4)2.1x2.0mo1β 

x1.5m.1.0mo 

SKF42フラスコ状ピット (1)円形， (2)円形， (3)フラスコ状， (4)1.0m.1.3m.1.0mo 

SKF43フラスコ状ピット (1)不整楕円形， (2)円形， (3)ビーカー状に近い， (4)2.1x1.9m.1.6m 

oO.6m，(5)中央に溝・壁ぎわにピット。

SKF44フラスコ状ピット (1)円形， (2)楕円形， (3)フラスコ状， (4)l.Om.1.8x1.5m.1.0m， 

(6)床面の上20--25cmの埋土で、貝層と土器を検出。 1は，貝麗の上の壁ぎわで横位の状態で、検出。

口径20.2cm .底径10.6cm .器高42.7cmo 口頭部がわずかに外反。口頭と腕部上半に羽状縄文，

胴下半lと単軸絡条体，口頭部に 3条の側面圧痕文が施文される。内面はミガキが施される。 2

は，外面全体lζ 巾約10cmのクシ状工具による条痕文が施文される口石匙 l点。石錘 l点。良は

ヤマトシジミ約 21.960個体@カワシンジュガイ約1，400個体@力ワニナ約90，筒体で，こ

には多数の魚骨が検出された。

SKF45フラスコ状ピット (1)円形， (2)円形， (3)ビーカー状， (4)1.6m. 1.6mo 0.7m， (5)壁ぎわ

にピットっ

SKF46フラスコ状ピット (1)不整楕円形， (2)不整楕円形， (3)ピー力一状， (4)2.1 1.4田1.7

1.2 m ・O.7m。

SKF47フラスコ状ピット (1)構円形， (2)楕円形， (3)フラスコ状， (4)2.3 1.9m.1.6 1.5m.1.1 

円。



ぐミこ二二二二〉

第75図 SKF 44出土遺物

m， (5)壁ぎわにピット弔 (6)1は床面から30cm， 2は87cmの埋土で検出される口]は口径2]crnで，

口路部がわずかに外反する。口頭部と1同部に綾絡文帯が2段施文される。胴部には撚戻しと

えられる回転文が施文される。 2は脳部ド半まで羽状縄文，底部に撚戻しが施文される。頚部

には 2条の隆帯+京Ij突文が施文される。

ワム
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u



'''JlJJI 

的高

第76図 SKF47出土遺物

SKF48フラスコ状ピット (1)不整円形。 (2)イミ整円形， (3)ビーカー状に近い， (4)2.0 2.1mo 1.7 

1.5 m 0 1..5 rn， (5)中央lζ溝ー壁ぎわにピット， (6)1 I縁部に段あり弔問 r1顕部に~J:J状縄文ヲこの

下iζ単和tJ絡条体を施文しょJ5iI兵部に側面正痕文を 2条施文した土器片。石匙 l点 s 石錘 3点。

SKF49フラスコ状ピット (1)惰円形. (2)宿円形. (3)ビーカー:t知ζ近い， (4)2.6 2.4 rn. 2.3 2.1 

rn" l.4m， (6)口頭部に側面圧痕文の施文された土器片コ不定形石器 i点u 石錘10点。 w平打製

石器 1

SKF50フラスコ状ピット (1)円形， (2)円Jfj.， (:3)フラスコ状， (4)2.2m. 2.0m"1.2m， (5)壁沿い

に溝とピ y ト， (6)口頚部lζ側面圧痕文と，側面圧痕文十料うだ文の脆文された土器片口

3 点。七a錘 2 点。 J~\_I三打裂 1

SKF51フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)桔円 JT~ ， (3)ビーカー状iζ近い， (4)2.2 2.1 m. 2.1 1.6 

rno 1.3m， (5)壁沿いに溝とピットラ (6)il縁部に段あり。京1]突文の施文される土器片口石鍾 i

SKF52フラスコ状ピット (1)一千;整惰IJJJr~ ， (自治二円形 (3)フラスコ状， (4)1.2 0.9m.1.3 1.2田

・1.1rn， (6)壬i匙 6点@石錘 4点@石斧 i点。

SKF53フラスコ状ピット (1)惰円形， (2)イヰ翌1官円形， (3)フラスコ状， (4)1.6 l.4rnき1.7 1.5m 

O.8m にピット"
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SKF54フラスコ状ピット (1)円形， (2)不繋円形. (3)フラスコ状， (4)2.1mo 2_6mo l_6mヲ (5)壁

ぎわにピ y ト， (6)刺突文の施文された土器片。石錘 3

SKF55フラスコ状ピット (1)不整惰ILJJf;，(2)不整情円形守 (3)フラスコ:[犬 (4)2_1、<2.0m.2.3

2.lm.1.1m雪 (5)壁ぎわにピソト号 (6)陸信十指頭:[え押庄文と刺うた文の施文された土器片口

SKF56フラスコ状ピット (1)円形， (2J1lJJfム (3)フラスコ状。

SKF57フラスコ状ピット (1)楕円形ラ (2)楕円形， (3)ビー力一状lζ近い， (4)1.9 1.8m' 1.7 1.6 

m"0.5m. (5)壁ぎわにピット e 中央にjえ (6)石錘 1

SKF58フラスコ状ピット (1)不整楕IIJjf5，(2)佑円形， (3)ビーカー状に近い. (4)2.0戸、1.9rw1.8

x1.7mo 1.2m， (5)壁沿いに溝とピット， (6)七'錘 1点。

SKF59フラスコ状ピット (1)不整円形， (2)円形， (3)ビーカー状に近い， (4)1.9 1.3mo 1.8mo 

1.3m， (5)壁ぎわにピット， (6)口頭部lζ綾絡文の施文された土器片。石錘19点。

SKF60フラスコ状ピット (1)円形， (2)円形. (3)ビーカー状lζ近い， (4) 1. 7 m. 1.6 m・O.9m，

(5)壁ぎわにピ y ト， (6)綾絡文の施文された土器片と降帯十京IJ突文の施文された土器片。

SKF61フラスコ状どット (1)楕円形， (2)楕
"，-"，_-;:;.".よ ::'';'S~よれむ いへ

~~-.~{(ぢ f"T"'./7~'ず I ~ 
_'-'~{;/r.~_i司ザJ 融当 11 . .{~芯ル勺l"F I 1; 

'<: .，~.，.!';，).!y~治 M

l 

円形， (3)ビーカー状に近い， (4)1.9xJ.7m.2.0 

x J.9mo 1.0m， (5)壁ぎわにピット， (6)口頭部

に網白状撚糸文が施文され，さらに降帯→束Ij

突文の施文される土器片。石錘 1

SKF62フラスコ状ピット (1)不整円形， (2) 

不整円形， (3)フラスコ状， (4)1.4m.1.6m.1.1 

m， (5)壁ぎわにピット。

SKF63フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)仔'IflJ形， (3) 

第78図 SKF 61出土遺物

o 5CM 
L一一一一一←一一一-一一一一一一-'

ビーカー状に近い， (4)2.2 1.9m.2.0x1.8m.1.1m (5) 

鰐沿いに溝， (6)隆帯→刺突文の施文される土器片口

SKF64フラスコ状ピット (1)楕ドj形， (2l11'I [rJ 形， (3) 

ピー力一状lζ近い， (4)J.7:<J.5m.1.6 1.5m' 1.2m， (5) 

壁沿いに溝， (6)隆信十束IJ突文の施文される土器片。石

錘 i点。

SKF65フラスコ状ピット (lifリJT;，(2) flJ JT5， (3)ビー

カーが;に近い. (4)0.9m・O.8mo0.9m， (6) ~1nJ突文の胞文

される

SKF66フラスコ状ピット (1 )杯i[1 J Jf5ヲ (2)ff'ifIJ形‘ (3)ビーカー状に近い， (4)2.1 -:< 1.6 111' 1.9 1.t1 

「
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mo 0.9m， (5)壁ぎわにピット口

SKF oi7ラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形， (3)ピーカ一状に近い， (4)2.3 2.1m~2.2x 1. 9 

m.0.8mo 

SKFo8フラスコ状ピット (1)不整楕円形， (2)楕円形， (3)ビーカー状に近い. (4)2.3 2.0 m. 2.4 

2.0m.1.3mヲ(5)中央iこ溝 e 壁ぎわにピット口

SKF69フラスコ状ピット (1)楕PJ形， (2)詰円形， (3)ビーカー状に近い. (4) 1.9 ~< 1. 7111" 1.8 1.7 

m. 1.1 m， (5)壁沿いに溝とピット e 中央にもピット， (6lU頚部に綾絡文の施文される土器と陸

信÷刺突文の施文される土器片。

SKF70フラスコ状ピット (1)円形， (2)円形， (3)フラスコ状， (4)1.7me2.1meO.9m， (5)壁沿い

に溝とピット。

SKF71フラスコ状ピット (1)不整円形， (2)楕円形， (3)フラスコ状， (4) 1.3 m. 1.8 x 1.5 m. 1.3 m， 

(5)中央に溝とピット口

SKF72フラスコ状ピット (1)不整楕円形， (2)不整楕円形， (3)ビーカー状lζ近い， (4)1.9x1.8m 

.1.9x1.8mo 1.1 m， (5)中央に溝@壁ぎわにピット， (6)刺突文の施文される土器片。石錘 l点。

SKF 13フラスコ状ピット (1)不整楕円形， (2)楕円形， (3)フラスコ状， (4)2.4 x 2.0 m 0 2.0 1.9 m 

什 .4m，(5)壁沿いに溝とピット。

SKF74フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形， (3)ビーカー状に近い， (4)2.2x1.9mo2.1 19 

mo 2.1 m， (6)口縁部に段。石錘 l点。

SKF75ワラスコ状ピット (1)椅円形， (2)構内形， (3)ピーカー状に近いヲ (4)2，OX1.9mo 1.8x1.4

m.0.8m 。

SKF 76フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形， (3)ビーカー状に近い， (4)1.5x1.3mo 1.5 1.2 

m.1.2m， (5)壁沿いに溝。

SKF 77フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形， (3)ビーカー状に近い， (4)3.0 1.9me2.7 1.8 

m.0.9m， (5)壁沿いに溝とピット・中央にもピット。

SKF 78フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形， (3)ビーカー状に近い， (4)2.1x1.8mo 1.8x1.5 

mo 1.1mラ問中央lζ溝 e 壁ぎわにピット

SKF 79フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形， (3)フラスコ状， (4) 1. 8 x 1.6 m. 1. 9 1. 7 m. 1. 8 

m， (5)壁沿いに溝とピット。

SKF80フラスコ状ピット (1)構内形ラ (2)椅円Jf;;，(3)ビーカー状に近い. (4)1.0 0.9m.0.8mo 

1.0m円

SKF81フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形. (3)フラスコ状， (4)2.3 2.0 m. 2.4 x 1.9 m 0 2.0 

m. (5)壁沿いに溝@中央lζ ピット， (6) 1は口頭部に羽状縄文と 4条の側面庄痕文を，口頭部か

一.68
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第83図 SKF81出土遺物

ら下には撚戻しを施文。 2は口頭部から胴部下半には単節斜縄文と 2条の側面圧痕文，胴下半

には多軸絡条体を施文。

SKF82フラスコ状ピット (1)不整円形， (2)円形， (3)フラスコ状， (4)0.8xO.7rno l.8rn.1.6rno 

SKF837ラスコ状ピット (1)楕円形， (2)楕円形， (3)フラスコ状， (4)1.9 1.5rn.l.9x1.8rn.l.3 

m， (5)壁沿いに溝とピット， (6)貝層が，底面より0.8--1rnの埋土で検出(口縁部に近しサ。貝は

ヤマトシジミ約 28.700個体@カワシンジュガイ 128個体@力ワニナ30個体@サノレボウ 5個体@

ハマグリ 1個体， ら多数の魚骨が検出される。土器は多紬絡条体施文の土器片。

点，石錘 2点。

SKF84フラスコ状ピット

(1)楕円形， (2)楕円形， (3)ビ

ーカー状lζ近い， (4) 1.8 x 1.7 

rn.1.6xl.4rn.1.1rn， (5)壁

沿いに溝口 (6)隆帯十刺突文

の施文される土器片。石~~主

SKF85フラスコ4夫ピット

(1)不整惰円形， (2)惰円形，

(3)フラスコ状， (4) 1.8 x 1.4 rn 
第84図 SKF 86出土遺物
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AH-34，402 

u日む色 7，5Y R'， 
2褐色 10Y R ~， 

色 7，5Y R 'E 
色 10Y R'/， 

5筒褐色 10Y R:;ユ

7 

u副首色 7，5Y円

2褐色 7，5Y R 
3黒色 7，5Y R勺

色 7.5Y R '.， 
色 7，5Y R'， 

10 Y R'， 
7，5 Y R' 

6，a音褐色 10Y R'，(炭化物混入)

Si<r Hl ~~明実道

第85図 SKF 81 ~88 実測図

71 

ムH-34田叩

7.5 Y R"， 
7，5 Y R'， 

3黒褐色 7，5Y R 

10 Y R '" 

有チ

イール
~シ/

1褐色 7.5Y R' ， 
Z明1l'l色 7，5Y R ，;， 
3，褐色 7，5Y円

4，i白色 10Y R'， 

7.5 Y R 】{炭化詮子混入}
7.5 Y R i， 

7.H奇褐色 7.5Y R'パローム粒子)
8，flii褐色 7，5Y R .1.， 

9，S苦オリーブ 5Y R'， 
0，1皆褐色 7，5Y R '，(口一ム枝子)
11極隠褐色 7，5Y R 

A' 

7，5 Y R'， 
7.5 Y R! 1 

H黒潟色 7，5Y R'ゴ

ヰ陪褐色 7，5Y R" ¥ 
5掲g._7，5 Y R ¥ 1 

6.暗褐色 7，5Y R' 1 

7鱈色 7，5Y R 1 1 

色 7，5Y R ' 



o 1.9 >く1.6m 1.2 mu 

SKF86フラスコ4犬ピット (l);r百11Jn三 (2)円J!三 (3)フラスコ!!犬噌 (4)1.8:<1Jime 1.6me 2.9m， 

(6) 口縁部に段宅 U :ITJ1部が内問L.，側Wi}_f痕文→ W1J突;えが施文され，制部 iこは羽状縄文 γ 市 I~由主各

斗綾絡文の施文される士器片山

SKF87ブラスコ状ピット

(1)稿!弓fB， (2)楕flj形， (3)ピーカ

-:1犬lζ近い. (4)2.2 1.8 m 0 1.9 

1 .7 m. 1. 1 m， (5)中央に溝'壁ぎ、

わiζ ピット。

SKF88フラスコj丈ピット

(1)椅円形， (2)桔円形， (3)ピーカ

ー状lζ近い， (4)3.6 2.9 m 0 2.4 

1.8mo 1.2m，(5)壁ぎわにピット，

(6)石匙 3点@石斧 2点@石錘 6

占(

SKF89フラスコ状ピット

(1)楕円形. (2)楕円形， (3)ビー力

一状に近いヲ (4)1.6 1.5 m' 1.5 

ι
 

こ二二二二三

第86図 SKF88出土遺物

1.3m.O.9mo 

SKF90フラスコ状ピット (1)桔IIJ形ヲ円形， (3)フラスコ状ヲ (4)2.0 1.7me2.2 2.0m.O.7m 

にピソト宅 (6)fjílP- I!1格条体の施文された 1.. *fJ=~。石錘 2

SKF91フうスコ扶ピット (1)不:整fIHl三 (2)円形毎回フラスコ状， (4)1.8>:1.5mo 1.8me O.7mヲ

(6)狭いしI 吉15文様'M;:iこ側面I.J:痕文を旋丈し

SKF92フラスコ状ピット (1 )IJjJT~ ， (2)f1]形‘ (3)ビー

力一状に近い宅 (4)1.Srno 2βm. 1.1 m， (5)~主沿いに溝と

ピソ ト， (6)刺突丈 t{日1][剖[土痕文の施文;された

SKF93フラスコ状ピット (1)桁fLJ形， (2)fl]形， (3)ブ

ラスコ状， (4)1.8ノ1.4m. 1目8m'1.1m宅

l、 iR¥rl ゴヌH'i{llすの MfiY:;:ミれ t~

SKF94フラスコ状ピット (1)不整fLJJf;;.， (2)円形，

ぎわにピツ

d 

与

(3)プラスコ:!九か1)1.8 2.1 m. 2.0m. 1.5m， (5)111央にピッ

門ハハ

ωー

~ 

ト， (日)1、)(し¥r 文段忙側面!王文の施文された土 第87図 SKF94出土遺物
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器片と木目状撚糸文の施文された土器片。 l点。 l 点。

第88図 SKF95出土遺物

73 



A 

1.黒潟色 7.5Y R'， 
2黒褐色 7.5Y R' 
3黒褐色 7.5Y R、コ

4碕褐段 7.5Y R "， (炭化物ifl1Ai

5.総領色 7.5Y R '。
6.絹色 7.5Y円、 l

色 7.5Y R 'i 
色 7.5Y R' i 

9.nal!i¥色 7.5Y R'， (口ーム粒子混入)

AH-34由。 ム

u青宇[]色 10Y R "" 
2 f号色 7.5Y R'， 
3.m 色 7.5Y円九
4にふい掲色 7.5Y R'，'， 
5.te:¥色 7.5Y R '" 

J

A

¥

 
一

一

1累積色 7.5Y R".:' 

2.t自色 7.5Y R '<， 
色 10Y R ，.;， 

色 7.5Y R 

5褐色7.5Y R 

6鰐 色 10Y R '，，(ローム粒子混入}

1黒褐色 7.5Y R ， 
2守祭給色 7.5Y R 

色 7.5Y R 

色 7.5Y R'九 A'-'

5叩.1おfお名 色引7.5引YR'， --"-一門………J品ル山一一Jν川一1吋叩叩'山山u山u 一ザJ会 2胤f褐目 色町7.5日YRれ"

7.5 Y --I¥._ ( [' 3お 色 7.5Y R 'i， 

7.5 Y R " ペム) id: ['， -1.4時間 7.5Y R '，(ローム混入)
7.5 Y R " '" -5.窯掲色 7.5Y R'， 

r， ) /'" 

トー~一一一- 町川.../.ン〆7

ヒ主ニゴヨこ斗ニゴ

A .A.. 

.A..H-羽 1叩

第89図 SKF89~98 実~Jllj 図

.1LH・34.000 A 

J生H-34，OOO

1褐 色 7.5Y R ':， (やわらかい)

2侶 色 10Y R'II 

3.1:高色 7.5Y R'， 
4褐色 7.5Y R 

5.明褐色 7.5Y R 

6褐 色 7.5Y Rh(固くしまっている)

1黒褐色 7.5Y R 1三

7.5 Y R 

7.5 Y R 1/， 

4褐 色 10Y R ，;， 
5.U部品色 10Y R'" 

.1LH引脚 A' 

7.5 Y R i 

7.5 Y R"， 
1 0 Y R 

7.5 Y R'， 
7.5 Y R'ω 

一一一③一
i
F
F
 

一一一日一一一一

A
斗
4

門

/
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SKF95フラスコ状ピット (1)楕円形， (2)宿円形， (3)フラスコ状， (4)2.2 1.8m.2.3X1.9mo 1.7 

m， ¥:J!宮ωいに溝と fットラ (6)1と2は床!二約20cmの埋土で検出。 1は[-J径 25.7cm舎底径 15-6

cm .街iは 49.8cm己口頭部がわずかに外反し，口頚部と胸部上半に羽状縄文， 下半lζ単軸絡条体

を施文し，口頭部には側面圧痕文+京iJ突文が施文される。内面のミガキ顕著ο2は口径 13.4cm 

底窪8.8cm.器高 24βCIDo 口頭部が外反する。器面全体iζ羽状縄文を施文し，腕下半部にはさら

に単車IB絡条体を施文する。口頚部には 3条の側面圧痕文が胞文される。内面lとはミガキが施さ

れる。石錘 4

J 
-75 



SKF96フラスコ状ピット (1)円形ラ (2)不整円形ヲ (3)フラスコ状， (4)1.3m.1.7x1.6m.1.0m， 

(6)刺突文の施文される土器片。

SKF97フラスコ状ピット (1)円形ラ (2)楕円形， (3) フラスコ状宅 (4) 1. 4 由 ~2.0 1.7me 1.1m， 

(5)壁沿いに

3 

SKF98フラスコ状ピット (1)楕円形電 (2)楕円形守 (3)フラスコ状， (4)1.3 1.1mo 1.6x1.4m.1.4 

ピット事 (6ばかりと様需に される

m， (5)壁沿いに溝とピ yト@中央に溝， (6)床上約30cmの埋土で 3偶体の土器が横位で検出され

貝もわず宅かに検出される。 日立口窪 28.5cmの大型土器でありヲ口頭部は外反する。口頚部は綾

絡文と 3条の側面庄痕文が，口部以 iごは多軸絡条体が施文される。内部のミガキが顕著円 2

lま 12.5 cm，底径8.7cm， 23.4cm，器面の上、!三が羽状縄文，下半が撚戻しヲロ顕部に側面

スUれさ文
L
V刷
出

E
十
h
H
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ω
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条

器
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刺
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日
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土
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十
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卵

形

凶
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沼

文
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し

段

部

れ

文

印

痕

l

氷

楕

状

旬

に

頚

さ

施

上

圧

錘

:

山

コ

上

部

口

文

の

床

マトシジミ約 3，450 個体@カワ

シンジュガイ約 460個体，カワ
第91図 SKF 99出土遺物

ニナ20個体， ヒメギセノレ 1個体υ 魚、骨も検出される。

SKF 100フラスコ状ピット (1)不整円形号 (2)円形， (3)フラスコ状， (4)1.7x1.5m.1.6m.l.5m 

1.0CM 

SKF I 01フラスコ扶どット (li不整円形号

1.6m，O.8mo 

SKF 102フラスコ状ピット (1)楕円形宅

思円。
八

Ua
 、，AE

 

円

h
u

--A 
lこピット q

円形， (3)ビーカー状に近い， (4)1.7 1.5m.1.8

形， (3)ビーカー状lと近い‘ (4)1目9 1.7m 2.0x 

SKF 103フラスこ34支ピット (1)箔ドj]f;， (2)清円}巳号 (3)ビーカー:1丈)互い， (4)2. 2.0 me 2.9 

2.0m~ 0.8m， (5)壁沿いに溝とピット a 仁1]央に溝， (6)口頭部に束1]突文の施文される土器片と刺突

文一ト側面圧痕文の施文される
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A 

Jにでえ

A 

1.p.音褐色 7.5Y R 1; 

2.暗褐色 7.5Y R'， (ffi!lくしまっている)

3.褐色 7.5Y R九
4.黛褐色 7.5Y R 
5.1立褐色 10Y R 
5褐色 10Y R 
7陪褐色 7.5Y R '.， (ローム粒子小量浪人)

B主主褐色 10Y R"ハ

9.に」、い黄色 2.5Y".， 

ム枠32叩 0

A 

~ 

一ー---ヘ¥、 〆.../

I ( 
u号色 7.5Y R!! f ¥ 
2褐色 7.5Y R!， i ¥ 
3闘を 7.5Y R'! / ¥ 

/'~~ 2 イーへ
しーーーニ_.cニ正_.-.':!__.J

A' 

HMj6.iOO 

A 

1お色 7_5"{ R‘i 

2.B月褐色 YR"" 
3令指 色 7.5Y汽h
4.fi虐褐色 7.5Y R ".， 

色 7.5Y R 
7.5 Y汽

え

/
η
{
¥

一
一〈二L

1句集給色 7.5γR'，
7.5Y R'， 
7.5Y R ¥/， 

4黒褐色 7.5YR'， 
5褐色 1OY R '，; 
6暗褐色 7.5YR ;/， 

_AH・日500

A' 

7.5 Y R 
y 
Y R:l.，(焼土混入)

7.5 Y R やや国い)

7.5 Y ロームキ立子混入}

5褐色7.5Y R 
7褐色7.5Y 

A' 

口一士郎ごさ二二三二金三三諒-'!L¥"".L1 

寸寸司γ~っこ g 斗十一

1褐色 10Y R'も

2時褐色 7.5Y R'， 
色 7.5Y R 

7.5 Y R'， 
7.5 Y 

6.褐色 7.5Y R 
7明撚色 7.5Y R同

8陪1島色 7.5Y R :，(粘性あり，やわらかい)

9陪褐色 7.5Y R:， 
10日音符色 7.5'(R; I (固くしまってい合}

7.5'( R '/， 
2，~黒褐色 7.5 Y R'， 

7.5 Y R 'e(焼土粒子渓入)

7.5 Y R"， 
5褐色 7.5Y R:'， (やわらかLけ

7.5 Y R九

7.5 Y Rコ:1

色 7.5Y 円 ~/;ì

7.5 Y 
7.5'( 

A 
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実現Ij図SKF9g.-..-106 第92図



門
川

μ
SKF 104出土遺物第94図SKF 103出土遺物第93関

(1)不整円形， (2)不整円形， (3)フラスコ状， (4)2.0 1.8me 2.0 1.9 SKF 104フラスコ状ピット

2""""4は刺突文の施文された田.1.1 m， (5)中央lζ ピット， (6) 1は隆帯ート指頭状押圧文が施文，

土器片口

(1)円形， (2)円形， (3)ビーカー状に近い， (4)2.0m.2.1m歯1.2m，SKF 105フラスコ状ピット

(5)援ぎわにピット， (6)口頭部lζ側面圧痕文十刺突文を施文の土器片と側面圧痕文の施文された

土器片。

(1)楕円形， (2)楕円形， (3)ビーカー状に近い， (4)2.4X 1.9m. 2.4 SKF 106フラスコ状ピット

2.2m.1.5m，(5)壁沿いに溝とピット。

(1)不整楕円形， (2)楕円形， (3)フラスコ状， (4)1.7x1.4m.2.0x1.9 

(A 
\td)~ 

SKF 107フラスコ状ピット

H 

寸
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川
汁
日
け
叫
1
ν
Lり
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J
J
i

口
川
口
日
ロ
ハ
ロ
ハ
口
川
口
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Y

Y

Y

Y
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，

4
』
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吋
，
，
寸
/

色

色

色

色

色

色

沼

昌

自

掲

4
4
l，

-

4

1

4

4

』

立

口

防

相

結

褐

葉

桜

褐

4
1

勺

L

n
ペ
U

A

U
寸

広

U
r
ι
U

1黒褐色 7.5Y 

2.賭褐色 7.5Y R ~， 

3明褐色 7.5Y R'，も

4褐色 7.5Y R~ ， 

5騎褐色 7.5Y R ，;， 

1褐じ. JY R.¥/j 

2埼褐E 7.5 Y R '/， 
3碕潟色 7.5YRY，

4.黒褐E 7.5 Y R'~ 

立褐色 75Y R'， 
6褐 色 7.5Y R :'<> 

UiH号色 7.5Y R "， 

8.~呈色 7.5 Y R '/， 
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m吻1.1mo

SKF 108フラスコ状ピット

. [J.CJ m 号 (5) 壁ぎ'~)にピットロ

SKF 109フラスコ状ピット (1)桔[1]11;，

m
 

c
U
 

4

，.84
 

ぎわにピット d

土壌

SK06土議 i也JlJ日ーム

沿って誌(められるこ

(3)フラスコ主に凶11.9 L m.2，(J:<L8 

[IJ }fえ (3) フラスコ j丈宅 (4)L2~':Llm.L7 J.(jmo 

( {ir:々

長IrilJ3.3m"矩 1p-IJ13mの

も考えられる

SK10土壌 SI13と主複し，本遺構が-IKい。径 2mの円形を主す。深さ20cm。床面は平坦。

SKi2土t農地山上面で‘確認。 SI35の近くに位置する。長MJl.8m.短軌].3mの楕円形。深さ 15

cmo 床面は平坦。

SK14土壌地tJJローム

深さ 10cmo 床面は平坦。

SK15土壊 :tlliilJローム上面で確認口 SI44の近くで検出。 怪1.5cmの円形を呈する円 (大高)

SI35の近くに る。長車i112.2m 短l!iIIJ].5mの楕円形。

~ 

ムH蜘J:J.700

5ご、
~)?/ メ//y""----// 

1問 10 Y R i 

4褐色 10Y R'， 

/一¥す
11 <::K 1只 1A' 

.AH-34醐 _p;_ 

ヱ

認色 10γ
v靖裕色 10Y R iう

呈褐e1 0 Y R' 
2.fi奇穏色 10Y R 

第96図 SK06 • 10 ~ i 2 • 14 ~ 15 実景Ij図

!出

ムH-34珂o A 

A 
10 Y R'， 
10 Y R'， I 

3.tf:1色 10Y R i， 
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2 縄文時代後期

後期lζ属する遺構はヲフ

ラスコ状ピット l基のみで

あり 9 遺構外の造物も検出

されなかった。

SKF18フラスコ状ピット

SI13住民跡と して検出

され， SKF18が新しし )0 半

面形は口縁部1.29m .口頭

部1.61m .底部1必 m.深

さ1.l0mで砂層まで掘り込

む。断面の形状はフラスコ

状というよりむしろビーカ

ー状に近い。

出土土器は，深鉢 l点が

倒立状態で出土した。土器

さ34.0cmで，内面には縦方

向のへラミガキが施されて

いる口外面は 2本の沈線を

横方向iζ施しー i欠iζ3本~

4本一組の曲線で縦方向に

全体を 5rx:分する。その内

部を直線や出線の沈線を施

文し，土器顕rmから桐部 3

分の 2まで及ぶ。また， IJ同

庁ー半には炭化物が付者す

鳴
け
引
け
明
司
∞

日比〉一

ω

図
h
o
紙
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る。煮沸用lζ使用されたものと考えられ，底部が赤褐色を呈する口胎土は砂粒を多く含み，焼

成は良い。色調は灰褐色を宗:す。十腰内 I式!二器lと比定される ι (佐々

3 縄文時代晩期

出土遺物の多量さに比較し司遺構の検出は士描1京である。遺物は東南部に集中し.その 11¥

土は第 1屈を主として第2出上位までわたるが，屑{立による土器型式の区分は明確でなかった。

①遺構

SK11土土産 平面プランは不整の椅円形を足す。壁宅底顕と

も凹凸が激しい。埋土は撹乱託味で褐色土を多量に混入。自然

作用で形成された(風倒木痕)可能性がある。出土遺物は埋土か

らで， 1は底部が平底で直線的な立ち上がりを示し，体部lζ5

形文を連続胞文，口唇部には 4個の痛状突起内

面は磨きを加え弱し可光沢を生じている。 2は長胴を呈す壷型

土器で，屑部で陵を形成c口頭部を磨り消し，口縁部と体部に

LR原体を横位回転施文し，地文とする口

②遺物

器形を中心lζ群日1]，さらに器表面における施文状態をもと 第98図 SK11 実潰IJ関

SK 11 

lζ類別する。

鉢形土器 I群(3， 4 23"""32) 

口頭部が巾を持ち，口縁部が短く外反する深鉢型を主とする。多くは器内外面iこすす状炭

化物が付着。出土量は多い。

a類 (23--27) 口頚部iζ羊歯状文を施す。羊歯状文は末端のかみ合うもの，かみ合わない

のがある。前者はいずれも左傾きで，ポジティブな浮彫りによる曲線的な文様から，ネガティ

ブな沈五IJ による直線への過程を持つO 又，施文の区画帯は羊歯状文が直線化するにつれ~j部 lこ

降下， LJ頚部は狭巾の無文帯を基調とする c

b類(3， 28) 腕部iζ雲形文を施す。口頚部は磨きを加えた無文fij;，及び数条の平行沈綜

を ~I く場合がある。 3 は台付鉢型土器で x 字:伏文を 4 組連続し，霊長部には 6 条の、v行沈線，腕

部下半!C::LRJ京体を横位回転施文し，地文とする。

c類(4， 29"""'32) 装飾文様が施されなく句[1 部は数条の、ドfj沈紋が引かれるか無文子??

で， 口辱部lとは， B状突起を付するのが多い 4，は土1台L守?パf付j針鉢鉢、ミ:型1七…

び沈線l山間百剖d!ι乙列点を白有-す o s蹄自部は LRJ原尿体を横{位1了立1[[凶口吋中i転施文しい， 施文とする O

鉢形土器 E群(5 --9・33--39)

0
0
 



口縁部が直線的lζ立ち上がるか，わずかに内反する とする。 しiO

胴部lとは短文そ地文とし今宝形文を脂すものは出土していない。土器は総じて相いっくりが多い。

a議 (33) [1続出に

b類 (3d) ，L し叶~l 寸どれも左傾きで末誌のか

v

つ

るc類 (37~ 39) 

過渡期をなミしー太く ieζい

させ雪地文とす

なされ1

第99図出 土 土 器

は比較的撚りのきっしi 可RL

1， 2 SK11出土土器

月2
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d類(5 --7 • 35--36) 装飾文様を施さず多口縁部lζ数条の平行沈線をヲ!く。口唇部は小

波状，山形状を基調とし， B状突起を付す (37)のもある。 6は口縁部lこ3条の平行沈線を施

す。 5は沈線内にタIj点を加え，底部は削りを加え平滑にしている 7は口縁部に 3条の平行沈

線。小型で口径 6.6cm，器!高 5.9cm 

e類 (8 • 9) 装飾文様を施さず弔縄文を地文とする口 IJ叫からブミ型まであり量的に最も多

い。器質は組製で厚く，口縁部は内反するものが多い。器内外面にすす状炭化物の付着が著

るしい。 8は厚子につくられ，器表面に砂粒が浮出している。 9は多量のすす状炭化物か付着

鉢形土器産群(40---47) 

狭い巾の口頭部を留め，口緑部がくの字状iζ強く外反，肩部がはり出す浅鉢形土器を主とす

る口胎土は鍛密で精製され，口縁部内面に磨きを加えているのが多い。 出土量は比較的多い。

a類(40--42) 肩部にかけ羊歯状文を施す。羊歯状文は，いずれも直線化されており，左

傾きのものである。口唇部には B状突起を付す。出土量は極めて少ない。

b類(43"""'45) 胴部に雲形文を摘す。出土量は多い。口唇部には B状突起を付すものが

多い。胎土は徴密に精製され，器表面は平滑で，わずかながら光沢を生じている口

c類 (46，47) 装飾文様を施さず，肩部から口縁部にかけ数条の平行沈線を施し，多くは

沈線聞に列点を加える。

鉢形土器W群(10.11.48--55)

口縁部が内湾もしくは内湾気味で，薄手で精撤及び厚手で組くなされたものがある口内面に

多くの場合すす状炭化物の付着をみる。出土量は多いo

a類 (48) 口縁部にかけ三叉状入組状を施す。出土量はきわめて少い。口唇部には B状突

起が付され，内外面iζ磨きを加えている。

b類 (49--51) 口縁部lζ羊脅状文を施す。羊歯状文は末端のかみ合わないもの (52)を加

え，直線化してし 1るものが多い。

c類 (52) 口縁部iζ羊盤状文，体部lζ雲形文を上下接続して施す口出土例は i点。薄手で

精撤につくられ，小波状口縁を呈すo

d類 (55) 体部上半iζ工字文風の経帯を付す。

e類(10.11・53• 54) 装飾文様を施さないものを主とする。体部は地文として縄文がな

されるのと，一切施さないものがある。前者の場合口縁部iζ平行沈線及びダIj点を加えるものが

多い口 10は地文を施さない厚手の粗製十器で害色調が灰白色を望すっ ]11土薄手で精製さt7_>ている n

i主口土器 ( 12) 

出土量は少い。装飾文様はし 1ずれも雲形文を主体とする。頚部は外皮気味にそり上り，袋状

体部中央の最大径部lζ刻臼を有する粘土紐と 2個 l対のrl!形状突起が組合わされてめ
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ぐり，底部は磨きを加えた無文の丸底を呈するものが多 l¥J 12は顕部に羊角状文ラ同位置で胸

部には x字状文をいずれも 4個連続施文円

壷形土器 (2，12，-.._，19) 

小型から比較的大型ま

上半にかけ張りを持つものがある口

腕部形態はヲ 球 形 状 ラ 扇 長 嗣 及 び 肩 音Isから胴部

a類 (13，-.._， 15) 胸部上半lζ装飾文様を施す。出土塁はきわめて少ないり 13は服部が張り丸

底を呈する広11章。口唇部には B状突起を伏し，腕部全面に x字状文;を施す υ 内外面は朱塗り

されてし 1る。 14はj葬m縄文により，渦巻状を基調とする文様を施す。 15は左傾する雲形文子 3

日頭部は，直線的l乙虫色る口縁部と共に磨きが加えられる。

b類(16) 体部 lζ地文として縄文を施し，口頚部は無文にする。出土量は多~ i。小型

から比較的大型まであるが，嗣部lζ張りを持つ器形iこは少い。 16は胸部上半で張りを呈し

との境IC::1条の沈線を施す。

c類 (17，-.._，19) 装飾文様及び地文が一切なされないもので，全体に磨きを加え精微なっく

りのものが多い。器形は胴部が偏平もしくは球型を呈する小型査に多い。 17と18は器表面を平

滑に磨いている口 19は赤色顔料が上部まで収められている小査。

皿形土器(1， 20，-.._，21， 56，-.._， 60) 

いずれも体部に雲形文を施すものが出土。器形は内湾気味に立ち上がり，丸底を呈すものと

直線的に立上り平底を示すものとがある。前者は全て平縁で，口縁に沿い数条の平行沈線と沈線

開lζヂIJ点を伴う。後者は口縁部iζ平行沈線，及び口唇部が肥厚し B状もしくは山形状の突起を

付す。出土量は丸底のものがやや多い。 21は体部に 3組の流麗な雲形文が連続する。口佳19cm

-器高8.9cmo20は平面形が楕円を呈す湖国。器表面は摩耗が激しいが謄消縄文を用いて，不規

則な雲形文風の文様を臨している。

③ その他

22は台付の土器でコップ型を呈す。胴部と台部の境は肥厚し，工字文風の沈線を五11む。

石器@石製品

五匙 Cl，-.._，l]) 刃きl~が横型と縦型がある。模型はラ 1 つまみ以下の主体部が正三角形を皇し

比較的大型。 2，主体部が 2辺の内 l辺の長い三角形を宅し，メ]部は直線もしくは内反りを呈

3，基部が傾倒し上端部の延長を思わせるもので， 11j土塁は 2が最も多い。石質は石英 2

j去を除き他は頁行口縦型は出上古少く，刀部先端iが丸味を帯び鈍角で主体部は，巾広の棒状を

日す。 10は芸部出嶋中央iζ伏込みを行す。石1'rは石英 1 を除き， f出土 'J

石鍬(12--20) 白川と無約かあり，出土呈は前書か多いofI柄はT柄.y柄が大部分を占

め 5 角形ijà~ も i 点検IUo 石は全て頁円。

88 
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岩

L 、。いずれもつまみ部が大きく明僚なもので，石質ーは全て頁岩0

)0 刃部は円刃状でヲ基端iこ向い巾細になる臼

沈線によって渦巻状の文様が立体的に浮彫りされ， りの痕

跡がみられる口周辺は部分的iζ欠損。

石震 (39) つまみの部分が台形を宅す。全体がきわめて平らに研磨。高さ 4crno 

幅 5cm，コ

叉状石製品 (41) 全面を研磨。一面を扇平iζ，他面iζは幅広の溝を取り入れヲ中央部IC2 

子しは両面から穿っている。

石棒 (32) 片側がv3欠出しているが，断面はほぼ円裂を呈す。先端部に入組状の装飾文様

を浮彫りし，頭部iこ回帯を巡らす。石質

石剣 (33• 34) いずれも胴部を欠損。断面は楕円形を呈す。石質は全て凝灰岩。 34は頭部

lζ一条の沈刻をめぐらし，先端部の片屈につづ‘み形の沈刻文様をなす。

石刀 (35・36) いずれも部分的に欠出。断面は上下もしくは l端iζ稜の通った構円形を主

す。 35は胴部の 1端を刃状に研磨， ~~~)内反りを示す。石質は凝灰岩。

砥石 (37) 両面lζ擦痕を留める。石質は凝灰岩。

異型石製品(40) 横笛状を呈し，全面iζ磨きを加え，一面iζ巾太の溝を削り込む。穿孔は

両面から行い，朱塗りの痕跡を留める。

④ 土製品

土偶 (1.2.3) 3点出土。いずれも部分的に欠損。 1は中空土偶の肩部で，磨消縄文

により雲形文を簡略化した文様を施すJは頭部と脚部の一部を残し欠損。頭部欠損部にアスフ

アノレトの付着をみる。2は簡畔化されてつくられ，顔面を欠く。

勾玉(5 ) 土製で中央部付近iζ穿孔をなし，器表面iζ磨きが加えられる。長さ28cm口

円盤状土製品(6 舎 7) いずれも土器片を利用したものと思われ，直径10cmo

異型主製品(4 ) 一端が脚状iこ開き部分的に欠t員。一面は隆帯による装飾文様を施し，他

面iζ縄文を施す。 c熊谷)

4 平安時代

① 竪穴住居跡

SI01竪穴住患跡 調査区西側で検出。 S125と

き，巾，深さとも約10crnの局溝が君主沿いに巡る円

平面形は l辺約 4mの正方形で東側を除

は日~足。間仕切りは P7~ 目的柱穴と溝

である口これより西床面は l段(約 6cm)高くなる。 樫は20~30cm垂直に立ち上がる。

積は約16rrf。カマドは東壁やや北寄りに設置され‘カマド本体は崩壊している。煙道はローム
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1 ，...__ 12は土師器杯でロクロ成形水

1…黒色 10Y 
2・・黒褐色 10Y R 
3 .，.黒褐色 10Y R日

(ローム粒焼土混入)

4・・黒褐色 10Y R日
5 ...黒褐色 10Y R ~/， 

6…黒縄色 10Y R約
(ローム粒焼土粒混入)

7・・暗褐色 10Y R:¥/j 

B' 

.::>:1 

mhvz
・2
言。

J 

実浪IJ図

出土遺物はカマド付近床面から土師器杯と護破片である。

挽き。回転糸切り底。

S I 01 第 106図

1 • 2は器高低く腕下半部の立ち上がりが緩口径iζ比べ底径が小さい口

4'"'-'10.12は内湾気味i乙立ち上が3 • 11は内湾しながら立ち上がる。2は口縁部が外反。
。
、‘.

1
h
v
 

1 • 2 6----11が黄褐色。口縁部で外反する。 12は高台付杯。色調は 3---5 • 12が赤褐色。り，

iζ 口縁部でくが黒褐色。いずれも焼成良好。 13• 14は土師器撃。 13は胸部が緩く膨らみ，

外反して立ち上がる。 14は口縁部で緩く外反し口唇部で内湾。色調はし 1ずれも黄褐色口

平面形は l辺約 3部Jの正方形。調査区西側で検出。 SI09• SKF 01とSI02竪穴住居跡

カマドはに20cm程立ち上がる。床面は平坦で堅い。床面面積約9rrr口柱穴不明。壁はほ

りに設置。カマド部分には石と鉄浮を底部lこ溶融させたスサ入り粘土がコ字状に配置

させであるなおスサ入り粘土は鉄倖を溶融して人口部には焼け跡のない擦がある。され，

られるところから他から持ち込まれたものと

4が床3 • 5 • 7がカマド，1 • 2 • 6が埋笠，須恵器袈破片，出土遺物

1'"'-'5は土師器杯でU径i乙比べ底径が小

6は土師器の小型護で口縁1'"'-'3は口縁部で外反口

-92-

カマド付近より羽口破片出土口

4 • 5は大型で胸部が緩く膨らみ，

面からの出土。また，

さい心



部がくの字lと外反する。底部は外方lζ張り出す。外国は棒状のもので縦，斜方向へ器壌調整。

底部にはモミ痕が認められる口 7は土師器護口服部が緩く膨らみ，口縁部でくの字iこ外反し内

に立ち上がる。色調は 1，__， 7まで黄褐色であるが 6の底部には赤褐色の焼跡がある。

は
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調査区間S103竪穴住居跡

平面

形は長軸 3.5m.短紬 3mの

方形D 柱穴不明。壁は垂直iこ

側で検出。 SI10と

30.......40cm立ち上がる。床面は

A 

。z
z
'
z
s

正一

黒褐色 10Y R 
隠ネ昌色 10Y R.':， 
黒褐色 10Y R!" 
褐 色 10Y R!も(粘質土で柔かい)

堅くしまっているが起状が激

しい。床面面積約10nfoカマ 〆。
RW 

ドは東南コーナーに構築され

ているが崩壊している口

~ 
出土遺物は，埋土から土師

器杯，護破片が数片出土。

調査区中

央で検出。 SD12と重複D

形は I辺2mの正方形。柱穴

なし，壁は垂直iζ20cm立ち上

SI04竪穴住居跡

実測図S 102 第 108図
がり，巾，深さとも約10cmの

周溝が壁沿し ilζ巡る。床面は

平坦で良好。床面面積約4nr

{本を構築している。

〆、
， ， ， ， ， 

J 
E 

" 1;、;

~ 
司

、、、
、、

袖部は傑を芯にした粘土で本

さ

れ，保存状態良好。カマドの

カマドは東壁南寄り

力マド付近よ出土遺物は，

り回転糸切りの土師器杯と護

破片出土。色調は黄褐色。

SI05竪穴住患跡

07. 側で検出。 S114・SK02

平面形は重複のル〕1
i
 

ハUD
 

Q
U
 

ため不明。柱穴不明。壁はな
7 

o 5cM -だらかに立ち上がる。カマド

S I 02出土遺物

-94… 

第 109されたものは東壁中央l乙

と考えられる
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2か赤褐色。糸切り底。色調は lか黄褐色，

竪穴状遺構@ 

調査区西側で検出。平01竪穴状遺構3くi

SI05実測臨第 112図面形は 1辺2.4mの正方形。柱穴は Pr.... _ P40 

に沿って周溝がiiliる。床面はしまり，中央i乙焼土があるり星空は緩やかにlOcm立ち上がる。
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SK01土壌平面形は長袖 2m，短I~m 1.6 mの不整円形。深さえ し一一一一一--1グ

15cIllo 1'.師器片山土O 壁が焼け，床面から多量の炭化物出土。¥_一一一一一一一一ーグ

Sく02土墳 平面形は長軸1.9m，脳出1.5mの不整円形。深 ¥ γ一一一七:三フ')

さ20CIll口

Sく03土壌 平面形は長軸 1m，短軸 0.8mの不整円形。 深さ 15 CIll 0 

壁が焼けている。土師器片出土。 第 118函 SK I 01出土土器

SK04土塘 平面形は長軸1.7m，短紬 1mの楕円形。深さ30CIllo SD09と

ヨく05土壊平面 形は 2.2mの正円形。深さ20CIllo 床面中央iζ浅い凹みがある。

SK07土壌 平面形は長軌1.8m，短納1.5 I11の楕円形。深さ20cmo 土師器片出土。

SK08土土産 平面形は長MI1.2m，短車lli1 mの不整円形。床面中央iこ深さ30cmのビットがある口

3く09土審 半面形は長軸1.8m，短軸1.3mの不整円形。深さ30cm口壁が焼けている。士郎

器片出土。

Sく13土壌 平田形は長軸 2I11，短軸1.2I11の不整円形。深さlOcm。壁が焼けている。土師器

片出土口

④ 溝状遺構

S001溝上!面巾30-----50cm，底面で20-----40CIll。深さ 10cIll口長

さ約 5.5mo SI05. SK07と 断面形は鍋底状口

SD02溝 上回IlJ60，，-，90CIll，底而で40CIllo 深さ20CIll。長さ約

lOmo 断面形は鍋!丘状で北から南へ傾斜しているつ民間から 第 119図 SO 02出土土器

土師器杯出土日胸部緩く膨らみ，底部か張り出す。回転糸切り氏，色調は赤褐色。

SD03溝 t面巾50CIll，氏而で30..--.50CIll。深さlOcIll。長さ 11

mo断面形は鍋底状。!底面より土師器杯出土口胸部緩く膨ら

み， LJ縁部で外反。回転糸切り底。色調は外面が黄褐色。内

面数カ所が黒くなり，熔明1I1l1ζ使用されたもの。第 120図 SO 03出土土器

S004溝 上面r1130-----40cm，底面で'2'Ocm。深さ]0-----20cmo 長さ約33m 。断面形は鍋底状G 東南

から北両へ傾斜。 SD11と切り合う口 SD04が新しい口

S005溝上面巾 1m，底面で 0.7----1 m。深さは浅く 1ftffiiより多目:ω炭化物I SI06， 07 

とヨミ綾のため断面fl三長さとも不明。

8006海上面rtJ20cmヲ底部で10cm事深さ20cmo SI07と聖複のため長さ不IlJL断由形は鍋!ま状。

S007溝上面巾50cm，底面で20-----40cm。深さ約 5cmo 長さ不明。断面形は鍋底状。

S008溝上[1!1巾30----70cm，底面で20----60cm"深さ 1Ocm口長さ約 ~l.5 mっ同 I;~J より北京へ傾斜

し，断面形は鍋!氏伏。



SD09溝上回巾30----50crn，底面で20crn。深さ 10crn。長

さ約 4m'J断面形は鍋底状口 SK04と

S010溝 ト市巾 15crn. 底面で10crn口深さ 10cm。長さ不

明。断面JT5は鍋底状。

SD11 ;:葺 i二面巾50crn，民間で20~40crn口深さ lO---50crn

断面JT:;はじ字状口長さ約17c怒口

SOi2溝上関巾30--50crn，J底面で10--40crn，深さ 10--

25crn。長さ不明。 13と切り合い，新i日関係は不明。陸rr

而jf5は鍋底状。

S013溝上面巾40---50じrn，底面で;20crn。深さ20----30crn口

調査毘を南から東lこ走り，長さ不明。 12• 15と切り

い，新!日関係は不明，断面形は鍋底状。 第 121図 遺構外出土遺物

S014溝調査区中央東寄り台地上縁で検出。上面巾約1.5m，底面で約45crn。深さ約80crno

長IsIE約11m，短軸約 9弘の楕円形環状満:。断面形は逆台形。 SD16と切り合うがS白4が新しい。

S015溝上記巾40crn，底面で20叩口深さ約20crno 長さ不明。断面形は鍋底状。

SD16溝調査区中央東寄り台地上縁で検出。上面巾1.8---2.5 m、底面で50--90crn。長柚約

8 IIl，短柚約 7mの楕円形環状溝。断面形は逆台形。溝底面部より土師器護底部出土凸

S四 7溝上面巾20~40じrn，底面で;10.........30crn口深さは 5 ，.._， 10crn。長さ不明口断面形は鍋底状。

遺講タトの遺物

C!J出陶器 IJ頚部が破射し， u縁の造 e 反の形状は不明であるが，口頚を細くしぼった均整

のとれた小雨である口頭部は， f也の陶器にみられない形状であるつ最大径は両部にあり 12.5crn， 

7 crnu平底であるは胎土は，砂質分の少ない良質の陶土を使用し，高い温度で焼きしめ，

同から胴古1)~こかけ白 ζ まふりの臼然降以が認められる。成形は紐土巻上げであり，ロクロも使

用され， JJlnJ部ド半は箆削りにより調整される。靖子で，越前焼き等に比べて非常に軽い口

(武田)

V まとめ

1 縄文時代前期

① 竪穴住居跡

険11¥された44陳の住肘跡を今そ 大別すると，
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大型.....'SI 06. 07 • 18 • 44 ( 4棟)

'SI09 • 26 • 32 • 41 • 45 ( 5割。

小型......SI08.10--17 • 19--25 " 27--31 • 33--40 • 42 • 43 • 46--49 (35棟)

(S I 06) 

Cf---了一一一ートーナーす一一4I 句寸3

1uiiート一一--b-一一ιふ------~-一一ゐ
〆ス t

長袖15m以上口

(3) 床面は 2段構造を呈する。

(4) 柱穴はベンチ状床面と土問

状床面の段境iこ，長軸線iζ

対称的lこ配置される。長軸

線上にも柱穴が認められる口

段境lζ配置される主柱穴の

柱間は，両端部と中央部か

なる傾向が認られる。

(5) 炉は地床炉で長軸線上に数

カ所あり，熱作用による

色変化が激しい。使用度か

ったものと考えられる。 (sI 44) 

( 1 ) 台地縁のもっとも

。
f
Q
 

(2) 平面プランは小判形を笠す

D
 

7
9
 

152.5 rrf 

(6) 特殊ピットを持つO

中型住民跡の特色は，

(1 ¥ 台地縁および斜面に位置す
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(2) 平面プランは楕円形を呈す 第 122図 大型飽居跡の主柱穴配置

る。床面積は平均 40.5rri'。長軸 8--13mo 

(3) 床面は 2段構造を呈し，ベンチ状床面を持つり

(4) 

(5) 

柱穴はベン と

1:):i(土地床炉であり，長約線上iζ2カ

考えられる。 SI09は埋護炉であるつ

(日; 特殊ピット

署長紬線lζ対称的lと配置される口

る。赤色変化が激しく， ゥたと

101 



(7) 床面に台石のある住居跡がある。

小型住開跡の特色は

(11 台地縁および斜面iこ位置する q

(2) 平面プランは円形を呈するものが多く楕円形のものもある。面積の平均は9.5JJ:f。夜2.5--5IIlo 

(3) 中央iζ炉と考えられる問みがあるが，焼土は判然としない。

(4) 柱穴は 0'"'-'数本と規格性に乏しい。

(5) 特殊ピットを持つO

(6) 床面に台石のある住居跡がある。

以上のように，大型と中型の{主!奇跡はプラン e • 2段構造の床面 e 炉の使用度の

高さなどに類似点が多い。中型と小型の住居跡の類似点は，床面iこ台石があることである。大

型@中型@小型に共通することは，特残ピットを持つことである。

② フラスコ状ピット

フラスコ状ピットについて注目されることは，大部分が北斜面に構築され，群集することで

ある。意識的に斜面を選ぴ，群集させる意図はなにか，フラスコ状ピットの性格と社会構造に

係る問題を内包しているものと考えられる。

検出されたフラスコ状ピットは，口縁部と底面が円形で，断面がフラスコ状を呈するもの(

l類)と，口縁部と底部が楕円形を乏し，断面形がビーカー状に近いもの(第 2類)とに大

別できる。第 2類の方が大型である口第 i類と第 2類は，時間的変遷によるものでなく，

するようである。

床面iζ溝とピットを有するフラスコ状ピットがある。これは第 1類にも第 2類にも認められ

る。溝は壁iこ沿って掘られたり，中央iこ掘られたりする。ピットは中央や壁ぎわにある。溝や

ピットの機能については不明であるが，雨の日観察したら，底面に降ったり ，J苛i掛から流れ込

んだ雨水は，溝を流れピ y トlこ溜った。このことから，床面からの排水機能を持つのでなし 1か

と想定されるが，溝， ピ y トを持たないフラスコ状ビットもあり，断言できないq

フラスコ状ピ y トの埋土を除去すると事どんどん崩壊する。崩壊の原因は，高温による地割

れと雨水による浸蝕である。口縁部の地割れ，部iζ雨水が流込み，口頭部が崩壊する。雨のFlIζ

崩壊現象が多いわけである白関口部が広くなったフラスコ状ピットは，フラスコ状を呈さず，

ピーカー状iζ近くなるつビーカー状になった壁面は，再び雨水による浸蝕を受け凹むつ杉沢台

のフラスコ状ヒットは，ロームj露→砂層→(磯層)へと掘り込む。浸蝕を受けやすい

落し，問むのであるつ砂屑が凹むと直上のロームが崩落するつ以上のようなフラスコ状ピット

自体による崩落と外部から流れ込む土砂によって，フラスコ状ピットは埋没するものと考えら

れる。

円
〆
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フラスコ状ピットの埋土中で，貝)菩の検出された例が 6基あった口 埋土のよ位から

検出された例はSKF20 • 83. 中位検出例はSKF44 • 99， ド位検出例はSKF08. 98である。またヲ

フラスコ状ピットの南側iこ集中したりのKF83)、北制に集中したり CSKF08)する。

このことは，投込む人の位置に関係しているのであろう。只層中には，魚骨を多数含む口以上

のことから考えると， 6基のフラスコ状ビットは拾て場としての再利用

えられる。貝層検出の 6基は大型住居の近く iこ位置する。

③土壌

前期往居跡と同様，ローム上面で確認されたため，前期の遺構として取り上げたが，遺物の

出土もなく，性格も不明である口

2義的使用)が考

④土器

土器製式の分類

縄文時代前期の土器は，量的には多くなく，遺構内埋土からの出土である。そこで遺構内出

土の土器を中心lζ整理してみたい。 r円筒土器下層諸式及び向上層諸型式を通じて，文様帯は

口頭部の狭い帯状部lζ位置して居り，……・私はこの文様帯はこれらの諸型式を通じて一系統の

ものであって，手法及び内容の変遷を経たものと考えるJ (山内 1929)のどとし本遺構の

分類札口頚部文様の相違で分類したものである。

第 1類土器(図版37) 口頭部i乙綾絡文を施文した土器。出土量は少なく，全体の様子をうか

がえるものはない。

SKF47出土(図版37の 2)は，平縁で口頚部が外反し，服部がいくらか膨らむ。口頭部には

綾絡文が帯状をなし，胴部iζは撚戻・しと綾絡文帯が認められ，文様構戒は四区分される。内面

は縦方向のミガキが路される。殆土iζは繊維混入。

第2a類土器(図版37• 38) 口頭部iζ1--2条の隆帯を貼付し， 3---5条の東日突文を施文する

類。出土量は少なく，完形品もない。型態は平縁で，口頚部がわずかに外反する。口頭部には

綾絡文・網目状撚糸文。単節斜縄文。複節斜縄文のほか，羽状縄文も施文される。

SKF 471:1]土の土器は， .胸部上半まで羽状縄文が施文されている。

隆帯は口唇部から 5---10crnのところに， 1---2条貼付され，隆帯の巾は 5---lOmrno 

刺突文は，隆帯が 1条の場合は隆帯の上方と下方と隆帯上iζ合計 3条抱文され，陸帯が 3条

の場合は 5条施文される。刺突文には，長方形@瓜形@指頭状庄痕文などの種類がある。隆帯の

のトガとド方lζ沈線、を施文した土器もある口

胎土iこは繊維を混入。内面のミガキも認、められるが顕著でなし -1

第2b類土器(図版39の 1)隆帯がなくなり，刺突文のみが 2---3条口頚部lζ施文される類。

甲

f」 もtM~lて:望が少なく， もない。
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形態は，平縁で，口縁部がわず.かに外反する。

口頚部lζ施文される縄文原体は，単節斜縄文と羽状縄文であり， r走者が多い。柄部iζは単車由

絡条体(撚糸文)が施文される口

口頚部の刺突文帯は地文を 2~3

i也文を磨消すとき，押された粘土は

区別される。刺突文には宅瓜f巨e

し，その tlこ刺突を加える。指あるいは指状工具で

る。これは，第2a類の貼付した陸幕とは

a 楕円形があり，縦位 a 績位@斜位iこ施文される。

泣の刺突文は縦位と縦位の間， iζ結文される い。刺突 口唇部から 6，.._， 8 crno 

内面のミガキは顕著である。

第2c類土器 f図版39の 2• 3)口頚部l乙刺突文帯を有し，刺突文帯の上方と下方iこ側面庄痕

文が 2条施文される。側面圧痕文は口頭部に縦位iζ施文される もある。形態は，おおむね

円筒形を呈するが，口頚部がわずかに外反し，胸部下半がややしぼむ。出土量は多い。 SKF95

.98出土の土器は，ほぼ復元し得たものである。

縄文原体は，胴部上半lζ羽状縄文@胸部下半l乙撚糸文@撚戻しが施文される。

刺突文は，口唇部から 7.._.11 crnの口頭部le2.._. 3条施文される。刺突文は長方形@瓜形があ

り，縦位@横位iζ施文する。縦位十横位@横位だけ・縦位だけとパラエテー

刺突文の上方と F方には側面圧痕文が 2条施文される。刺突文と刺突文の問l乙路文される場

合もある。また，側面庄痕文のかわりに沈線をヲI~ iたものもある。側面圧痕文は横{立に施文さ

れるほか，縦位にも施文される。 SKF95出土の土器では， 2条の側面圧痕文を 1単位として，

S単位縦位lζ施文している。

日頚部文様帯の施文11自序は，①地文としての羽状縄文を施文する。 2.._.3条地文を

磨消す。工具は，巾 7.._.10阻@厚さ lrnrnの板状工具を使用するものと，竹様の工具を使用する

ものとがある。板状工具を使用した場合はヲ麿消し部分は平らであり，竹様工具の場合は，丸

① 位士~一一一甲 ② l孟Eケ ! ③ {よ「一一一一一 ④ 

第 123図 第 2C類土器施文)1慎序

味を持った溝状を呈するs いずれの場合仏磨消す作業で粘土が寄せ集められ，凸部を形成するu
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③磨消した部分の上方と下方iζ側面圧痕文を施文する。④磨消した部分lζ，刺突文を施文する。

刺突の工兵はノ磨消し作業で使用した工具を使用する。凸部には横位の料突文を施文する

が，瓜形の横{守aの刺突文はない口これは第2b類土器の場合lこも共通する。

繊維混入。内面のミガキも認められる

第3類土器〔図版40• 41)口頚部iζ1~7 条の側面庄痕文を施文する頴。形態はi門誌のもの

が多く， るものもある。全体の器形は，第ま7額土器と同じであり，日頚部がわ

ずかに外皮し，底部がしぼむ。

るがラ約40cm程のものが多い口

は20cmの小型のものもあり， 50cmを越える大型のものもあ

も多い。

縄文原体は口頭部から胸部上半にかけて，羽状縄文を施文するものが多い。胸部下半lこは撚

糸文 e 撚戻し e 多軸絡条体が施文される。単節斜縄文@複節斜縄文を施文するものもある。

側面圧痕文は，口頭部に 1----7条施文されるが， 3条のものがもっとも多い。側面庄痕文の

施文される位置は，口唇部から 9cmのところに施文される土器もあるが， 4 ----5 cmのところに

施文される。第2C類より口頭部文様が狭くなる傾向が認められる。口頚部lζ縦位の側面圧痕文

をもつもの，口唇部直下iζ，口縁iζ平行に側面圧痕文を持つものもみられる口

胎土iζは繊維混入。内面のミガキ顕著。

第4頚土器(図版42の 1----3 )口鎖部l乙側面庄痕文と刺突文の施文される額。器形はバケツ

形を呈するもの〔図版42の 2)，口頭部が外反し，底部がすぽむもの(図版42の3)，口顕部

が外反し，肩部が張るもの (SI18出土)がある。口縁は平縁のものが大部分である口

口頭部文様帯は，全体的に狭いが，器形と相関関係iζある。バケツ形を呈するごと器の文諜帯

は，口唇部から 1----2じmの範囲におさまり，口頚部が外反する器形では約 3じm，口頭部が大きく

く外反し，肩部が張る器形では約 6cmである。 [J~良部 lζ徴高の降帯(貼付け)を持つものと持

たないものがある。パケツ形を呈するものは隆帯を持ち，他の器形の土器は持たない。

側面圧痕文は口縁に平行，ときには斜位@縦{立に施文される。図版42の3は， 1条の縦{まの

側面圧痕文を 6条施文し，口頭部を 6区分している。

刺突文iζは楕円形。瓜形があり， 1----数条横位iζ施文するの[)矧部が外反し，討の張る器形

の土器ではラ縦位の科突文も抱文される。

胸部の縄文原体には，撚糸文，羽J伏縄文，木日状J然糸文があり，綾絡文が数条横{立に施文さ

れるものもある。

内面のミガキ 胎上lこは繊維出入。

第 5類土器(図版43の 1)口頚部iこボタン状の日占f、t

構内@外とわず， SI44rH土の 2点のみである。

口縁部i乙は低い突起がみられ，田部凹む日

この類iこ!足するi立物は J立

八
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突起の下iζは，ボタン状の粘土塊が貼付けされ，表面lζは単節縄文が施文される。

口頚部文様帯iこは，側面庄痕文に類似する刺突文が数条横位iζ施文される。

胎土iとは繊維を混入。内面のミガキ顕著口

第5類土器(図版43の 2)口頭部lこ山形状の沈線文と刺突文の施文される類。 SI18で同一個

体と考えられる破片 2点出土したのみであるの

口縁は波t犬か突起を持つものと推定される。

口頭部 i乙は連続山形状の沈線文を数段施文しヲその f' ，こ 3 段の京Ij~宅文が認められる D

胎土は良好で繊維は混 F人しない。

内面は横方向のミガキが認められ，きわめて平滑である。

第7類土器(図版43の3)条痕文の施文されている類。

形態は平縁で， 口頭部がわずかに外反する。この類はSKF44で出土したのみである。

体部全体に，巾約 3cmのクシ状工具で，直線および曲線上に条痕文を施文している口

胎土には繊維を混入。

内面iζはミガキが認められるが，さして平滑ではない。

土器型式の変遷

ここで問題にするのは，第 1類~第 5類土器についてであり，

第 l類→第2a類→第2b類→第2c類→第 3類→第 4類→第 5類

のことく変遷したものと考えられる。

遺構の重複関係から，土器の新!日関係をみてみると，次のような事例がある。上が新しく下

が古い。

竺F07I第 3・4空包竺J第 3・4類 包」土庄ど1空包~第 3 • 4類

SI 08 I第2a類 S町 90I第お類 S町 103 第2b・2改良 SKF92 I第2c類

以上の四伊jから，第 3・4頬は第2a・2b・2c類より新しいことが理解できる。

第 3表は，第 i類から第 5類までの土器が，どのような組合せで出土するかを，一覧にした

ものである。これをみると，

第 i類一... ..SI24・SKF59

第 1類十第2a類".SI08・SKF60・69

.SKF32 ・ 61 ・ 6~3 ・ 64 • 67 • 84 • 90 

第担額十第2b類"'SKF55・104

第2b類

第2b類十

第2c鎖、

'SKF .51 • 54 • o6 • 72 • 96 

'SI42・SKFI03

"SKF92 
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第2c類十第 3類...SKF08・50• 98 

第 3類.. • • • • • . • • . • • . .SK F 06 • 29 • 34 • 

35 • 44 • 49 • 81 • 90 • 105 

3額+第4類一告107• 13 • 18 • 33 

第 4類・・・・・・・・・・・・・・ .SI06・09・41 • 

SKF86・91• 94・97

のごとくであり，順序組合せが変化

してし 1く。このことは，杉沢台におけ

る土器型式の変遷として，理解できる

ものと考えられる。

l類土器は口頚部と胸部中央i乙綾

絡文帯を持ち，青森県態沢・石神遺跡

iζ類研IJがみられる。態沢遺跡では円筒

土器下層A式の新しい時期iζ(鈴木

1978) ，石神遺跡の土器は口頭部lζ降

十刺突文も施文されるが， B式(村

越 1974)や B，式(江坂 1970) とし

て位器づけておられる。

第2a・2b.2c類土器は，青森県@

手県であまり類例がなく，今のところ

秋田県北部の米代川流域に出土例がみ

られる。田代町赤川(板橋 1979) ， 

田代町茂屋下岱(r翼山 1971) ，能代

市根洗場(大高 1980)遺跡がそれで

ある。第2a類土器の口顕部には，綾絡

文号網目状撚糸文のほか，羽~丈縄文が

わずかにみられるが， 2b • 2c類になる

と11頚部には羽状縄文，胸部lζは単車Itl

格条体が施文される口羽状縄文の多用

がめだっ口羽状縄文は円 s1 

(江坂 1970) ，あるいは B式後半

(村越 1974)に出現したといわれる。

-------
1 類 2 a類 2 b類 2 c類 3 類 4 類 5 類 {蔵 考

S I 44 毒。 ( 1 

41 o 
09 80 

06 .0 

07 § 01.0 

16 @ 

13 @ @ 

33 e @ 

18 .0 @ 

37 @ 

45 @ @ @ 

32 @ • @ @ 

42 @ @ 

38 e 害善 § 

08 e e 
24 舎

SKF 86 @ 

91 @ 

94 @ 

97 @ 

06 @ 

29 @ 

34 @ 

35 @ 

44 • 
49 • 
81 @ 

93 • 
105 • 
08 @ e 貝層検出

50 @ @ 

98 @ e 貝層検出

95 毒善 唱島 @ 

43 @ @ 

1 5 毒善 電量

99 毒語 e 貝題検出

20 毒善 e 貝層検出

47 @ @ @ 

92 e 
103 舎 § 

51 舎

54 @ 

66 毒量

72 @ 

96 毒静

55 e @ 

104 e 宅島

32 舎

61 @ 

63 e 
64 @ 

67 @ 

84 @ 

90 @ 

1601. ，. I 1. i i I I 1 

i6  9 1_ 18 I 1 1 1 I 1 _j 
1591. 1 L 1 I I I 1 1 

0…床車上，柱穴・ピット内出土，噂…埋土内出土

第 3表 遺播見Ijの土器型式の組み合せ
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このことから，第2a----2c7Já~は円筒土器下層 B 式期 i乙比定されるものと考えられる。

第 3類土需は，口顕部lこ羽状縄文 e 胸部iζfT1'!irB格条体と多軸絡条体が多用される。多軌絡条

体の多fIJは，円前j土器 C.D式であるといわれる (111内 1979場三宅 1974)。

第 4~;(f上器は，口頭部文樺帯の狭い土器が主体でありヲ木内状撚糸文の使用がめだっ口この

類は flJ 筒土器ド~D式として理解されている (1 I1内 1929 • 1979)。

第 5類土器は，頂部の凹む小突起を持ち，口頚部iこ粘土塊を貼付し，石神遺跡;出土の円

器下層日式・同 t.層AI式とされた土器J乙類似、する(江坂 1970)口

以上のように，第 l類

⑤ 石器

5類の土器変遷は， これまでの研究成東と矛J[iしない。

石副長(図版44の 3)14点出土。四基式無茎石鍛が 3点あり，長さ 2β----4.1 crn，重さ1'"'-'2ぬ。

凸茎式有茎石鍛は 5点あり，長さ 3.1'"'-' 4.2じrn，重さ1.5'"'-'3.790 円基式無茎石鍛は 5点，長さ

2.9 ----3.9 crn，重さ 0.9'"'-' 2.4 9 0尖基式無茎石鍛は 1点，長さ 3.5crn，重さ 1.490 石材は14点の

うち， 1点が玉髄，他は頁岩。

石匙(区l版44の 4)41点出土。縦形が29点あり，長さ 3.8----12crn，巾1.7 ----3.5 crn，重さ4

----459 0横形は13点あり， 1fr.さ10----3290石材は玉髄 5点。頁岩36点。

石槍(図版44の 2) 2点出土するが，いずれも欠損している。石材は頁岩。

石箆(図版45の 2)20点出土。長さ 6---9 crn，巾 2.8---4.8 crn，厚さ 0.6---2.0 crn，重さ30----

56crn90 

石錐(図版44の 1) 4点出土。つまみ部と錐部からなるもの 2点口錐部のみのもの 2

材は頁宕口

不定形石器(図版45の 1) 13点出土リ縦長の剥片使用のもの11点，横長の剥片使用のもの 2

石材は頁右。

石斧 f図版45の 3) 7 点出 t~。斧の，11 車l!j線で左右相存j\の両刃を呈するもの 5 点で，長さ 9A

---14crn. 刃部付J5じrn，基部rlJ3.3 ----4.3 crn，前さ 292，.._， 369 9 (l石材は凝灰宕@玄武岩。刃部

の i端lζ刃こぼれあり口斧のrl1制j線で非対称の弱凸強凸片刃を呈するもの 2点。長さ 9----12crn， 

巾約 3じrn，iJUn57---1329 石材は粘板岩。

凹石(図版46の 6) 2点出土。両面の中央iζ1----2ケ所の凹みを有する。重量約 34090

石村は凝灰岩。

石錘 f図版46の L1 • 5) 154 }，I，~H\ 二L 長 I!illl (1 ----14crn，短'!iI115----12crn，重量40----1，000 9 

のf口IJJJj!右を使flio 2川----250 9が多いυ切fl部 2ケ所のもの 147点(うち，長Mllとあるもの

121点，短'lirT， にあるもの26点)， t)j [] Ì~iS :3ケ所のもの 3借1，切口部 4ケ所のもの 4

属平打製石器(図版46の 1----.3) 18点Hl二i二υ 長'Iirll9.3 ----20.7 crn，短帥 5.2'"'-' 9.2 crn. 
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!享さ 0.6~ 3.7 cm， 重さ 53~ 728 gの範凶l乙人る。石質は凝灰岩と

断 f伝子))匡SjZマーホぷ i)-

していない円

まずキ石村iAびをする。石器製作上手間の省ける石材は，同一平で{現状を呈する傑

である。これだと*使用したい縁辺を V字状に調整するだけですむつ醸がI~]厚である

縦lζニI_e_折したり，部分的iこ加工して，品平で送辺が弧状を呈するように調轄する。またヲ

t犬iこまIj離した岩石を使用する場合もある。このような石村を使用1るときは，縁i!lを弧:tえに調

る作業と断面をV字tJ¥Iこ調整する作業を同時にfj-う。

このh器の使用される部分は，弧;!犬を呈する縁辺部である口弧状を呈していた縁辺部は， I弄

減って1ft線状を呈する。磨減って平坦的になった部分の巾は 0.1--1.2 cmである。もともとこの

縁辺が弧状を呈し， v字状iこ調整加工していることから考えると，使用面が直線上を

呈したり，巾が広くなると，本来の機能は低下したものと考えられる。機能が低下すると，同

ら他の縁辺を使用するか，または，他の石器を使用したものと考えられるつ

平面形が楕円形i乙近った当石器は，結果的には， 1側辺だけを使用すると半円状になり，両

側辺を使用すると長方形になる口

この石器の機能は，磨切る@磨減らす@磨潰すことにあったと考えられる。

なお，長軸の i端または両端の.jj(iるみは，当石器が本来持つ形態ではないと考えられる。な

ぜなら，挟込み部を持:たない石器があるからである。縁辺部と訣込み部は別々の機能を果たし

たものと考えられるヮ

⑥ 前期集藩

集落の変遷 縄文時代の遺構は‘台地の北縁lζ位置する。大型往信跡は，もっとも

い場所が選定される。中型・小型の住居跡は，台地の縁と斜面i乙，フラスコ状ピ y トは斜面iζ

分布する臼東側斜面には遺構が密集し，君複が激しい口

第 124図は，第 3表を遺構分布図iこ表現し，集落の動きをみようとしたものである。遺備の

時期決定は，床面思設七器や床面白上@柱穴等出土土器で・決定されるべきと写えられるが，第

]24図は，埋上出上の上器も使用している。従って，時期決定が厳密でない遺構がある。

から数形式の-土器が出土した場合は，新しい形式の土誌で、表示した。また，第 1~主土器は，

2a額ト器と伴する場合が多いので，第 1 期として表示したり

第 1~ 2a類立りから第2c'担見fjまでは，調査区の1ii側斜面iこ住)6跡やフラスコ:!犬ビソトか位置す

るつなお宅口屑検出のフラスコ状ピットは 6 長とも第切に属する日 ~f} 3組問になると e

斜面全体lζ広がり， SI18のような大型住民跡も出現する o m 4類j切になると，斜面とか地縁ω

lとも され，台地のもヮとも l弓い場s行に ( SI 07 • SI06)が位置する口

1 () C)" ". 



この大型住居の周聞に小型@中型住居が位置

し，フラスコ状ピットは斜面に位置する。 SI

071住居とSI06住居が，同時に存在したか，い

なかは大きな問題である。両住民の距離は1.5

mしか離れていない。雨水やが相互におよ

ると，同時存在は無理ではな

かろうか。 SI07の床面からは第 3類と第 4額

のト器が出十し， SI06の床面からは第 4類土

器か出土している。第 5想期になると， SI44 

大型住居が出現する。

以上の集落の変遷を概括すると，東側斜面

を起点に台地縁への拡大として理解できるよ

うに考えられる。このことは，東側斜面の遺

構分市が密であり，重複か激しく，西側は重

複が少ない点と第 3類から出現する大型住居

は，垂複しているすべての住居跡より，新IB

関係において新しい点からも理解できると考

えられる。

SI18住居は l回の建替え， SI07が3回の建

替え， SI06住居が l回の建替えが認められる口

第 3額・第 4類期が，この集落がもっとも活

気のあゥた時期であり，第 5領期は，この集

;容の終末期であり， SI44は建替えることなく

廃棄された。

大型住居本遺跡のなかで，最大規模のSI

07住民跡、の面積は 222ばである口中型住居跡

の平均面積は 40.5ばであり，小型住民跡のそ

れは約 9.5ばである。 SI07住居跡、は，中型住居

跡の約 5.5f九小型住居の 23.4倍ーである、い

かに主)U突が大きいかをFH解できるし， 4陳の

大明{主1[1*跡が，すべて標高のもっとも高い場

所に構築されていることから考えると，大型
第 124図 集落の変遷予想図

ll() 
ノ「



f主屑が小型@中型の住居とは違った性格を持つだろうととは想像できる。

るためには，土を掘る作業.掘った土を拾て場まで運ぶ作業ヲ柱材を切る

を組立てる えられ，そ

は膨大であったろう。にもかかわらずこのような大型住居出を造った口的はなJこか。

るためであったろうか，問題は宅 「どんな人たちがJ ~ Iし可つJ • rなんのためiζj こ

の施設を使用したかである。多人数が集まる機会は，共同作業 e 集会。祭り§冬期間手安令に

過すための共同生活などが考えられる凸いずれιしでも大型住居の性格を考えることは奇

構造を考えることであると思われ，今後ヲ(1 )周辺の集落との関保弔 (2)現在のところ号大型住居

の検出は，日本、海側lこ多いが，太平洋側では今後とも検出されないのかどうかラ (3)他の遺跡で

は大型@中型 e 小型の住居が集落のなかでどのように配置されるのか

および出土状態はどうかなどに視点をすえ，杉沢台の大型住居の性格を考えていきたい。

なお，秋田県内検出の大型住居跡(I大型Jの意味は，その集落のなかで、ひときわ大きいと

いう意味で使用している)例は，秋田市柳沢遺跡@前期後葉〔富樫 1974) ，能代市館下 1 • 

中期前葉(岩見 1979J ，八竜町萱メIj沢遺跡@中期前葉(鍋倉 1979) ， 

跡@中期前葉(富樺ほか 1978)である。

⑦ C1測定結果

SKF08フラスコ状ピット(木炭)

が(貝)

SI07竪穴住居跡;

SI14竪穴住居跡 (木炭)

4930土90y B • p 

4790:i:: 90 y B • p 

4850 i: 90 y B • p 

4820士65y B . P 

2 縄文時代後期

検出された遺構はフラスコ状ピット l基のみであり，出土した遺物は，このフラスコ状ピッ

トの床面白上IC.，倒立して出土した深鉢型土器 1個体のみである。

される。

北斜面の下は，狭い段丘面になっているのでラ

十勝内 I式期Jζ比

えられる。

3 縄文時代晩期

検出さ

，
 

h
ツ

， SKl1土境 f風倒木疫の可能性もある)のみであるか，

1.しょこヮ

遺物は第]層の下位で検出された口出土ート器の大部分は破片であるがヲ

みると，横位・倒立@正常とさまざまである口



土器の器形も豊富であるが，鉢形土器が主体である。

土器型式は，大制 B----C2式があり， C1式が多く，次いで B.C式であり， B式と C式は少な

い。晩期中葉を中心とする遺跡と考えられる口

基 平安時代

① 竪穴{主居跡

5捜検出。 4 西側 るが， 1棟東側寄りに離れている。

平面ff5は方形を呈し. SI01がもっとも大きく， 1辺約 4m'面積約16rr1， SI04がもっとも小

さく， 1辺 2m .面積 4rr1である。

カマドの構築位置は，東壁のもの 3棟，北壁 1t東@東南コーナー 1棟である。カマド本体は

擦を芯材として粘土で構築されたものと考えられ. SI04は遺存状態がよかった。

SIOlの床面は 2段になっていて，西側半分が約 6cm高くなっている。この段境lζは浅い柱穴

と溝が認められ， r間仕切りJの施設と考えられる。住居空間の使い分けがあったものと考え

られる。

柱穴は， SI01では，コーナーと東援と西壁の中臨lこも認められた。他の住居跡では，柱穴は

認められない。

遺物は力マド付近に集中する。とくに， SI01では土師器杯が10余点出土した。

② 竪穴状遺構

2棟検出されたが， SKI01が原形をとどめている。 1辺 2.4mの方形を呈するが，カマドは

付設されていない。中央lζ焼土が堆請している。作業小屋としての使用が考えられる。

③土 t麗

9基検出された。平面形は，円形@不整円形・楕円形を呈する。周援が焼けているのが特徴

であるが，用途は不明。

④ 溝状遺構

17条の溝状遺構が検出。東日西・南日北i乙掘られているが，どんな意味を持つのか不明。

SD14 • 16が注目される口台地の縁に立地する υ 重複していて多 SD14が新しいっ S臼4の方が規

模は大きい口溝は環状を呈し，平面形は楕円 lζ近い。断面は逆台形を呈し，かなりしっかりし

た溝である。

秋田県内での類[{J1jはヲ増田町梨の木塚遺跡(畠山 1979)と峰浜村中田記遺跡(熊谷 1980 

)で検出されている。 f永瀬)

-112-



百おわりに

杉沢台遺跡、は，縄文時代詩窃後期 e 晩期，歴史時代の複合遺跡である。今屈の調杏で

重な資料を多数倹出することができた。とりわけ，縄文時代前期の大型住居跡を持つ集落は，

縄文社会を考える上で看過できない資料である。また，ヤマトシジミを主体とする貝層は，約

5，000 1T自立の環境を知る上で貴重である。

遺跡は，歴史を物語ってくれる資料であり雪国民共有の財産であると考えられる。 Iここに

遺跡があったJというのと， Iここは遺跡だよJというのでは大きな違いがある。ここから遺

跡保護問題が発生してくるし，当然のことながら，貴重な遺構・遺物を数多く検出した杉沢台

遺跡の場合も，この問題が発生した。

幸いに，この遺跡、は工事から除外され，保存されることになった。保存の方向に至るまでは，

幾多の右余曲折があったが，地元地権者@小土部落会@東北農政局@秋田県能代地区土地改良

区・能代市のご努力とど理解のもとに，難問は解決されていった。土地所有者である船木貞治

船木恒夫・木村忠光(木村良一)のみなさんには，物心両面にわたって ζ協力をいただいた。

また，ノト土部落のみなさんには，深夜に至る数度の会合で，熱心に保存の道を検討していただ

いた。上記の関係者ならびに関係機関に深く感謝の意を表するしだいである。
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附編

フラスコ状ピット (SKFOS)出土の員層について

SKF 08内の貝層 杉沢台遺跡の今!可の充掘調査では約 109基のフラスコ状ピットが発見され

た。その[11のSKFD8と名づけられたピットには，床面より 50cm上の出土中に良国が投棄されて

いた。民同の厚さは約40crn で，比較的大型の土器破J~.が面的に介在しており，それより上を日F

fllI A， ドを貝層 Bと区分した。どちらもヤマトシジミからなりヲ Aはやや保存が悪いが，

Bは保存が良好で，純民!起を呈していた。只国Bの上而近くにカワシンジュ力イが数片集

積していた。

サンプリング この貝屈のサンプリ

ンゲはし 1わゆるグ切り取り法 H を行な

った。この貝屈の中央部において， 30 

crn X 30cmの柱状lこ桟るように問問をあ

らかじめ充掘しておき， これよりやや

大きめのわくをかぶせ，わくと上1P，Yjの

間をウレタン樹脂で補強し， l=-{料より

5 cm下で切り取った。この民同サンブ
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ルを研究室にもちかえり，垂直断面を 14 151617 1819 2021 2223 目白 26 27 羽田 3031 ]2 J3聞

再び開けきれない面を出し，ポイン 第 1図

ト発掘を行なった。その面j1乙表われた

すべての共殻について位置を記録し取り上げた

結果，ヤマトシジミ 96人i、し力ワシンジュガイ 4 i 30 

点をサンプリングし常法によって樹脂に包埋

し， レプリ力を作成して成長線を観察した。

殻高分布 ポイント発掘された96点から破

して計測不能な 4I去を除く 92}~~の殻高分 (Ij を民i

1 ，こ示す。最小ufi14か~)最 A{~'[33crn の fi\J に 3 つ

のピークか認められ，第 lのピークは19mmの所

に，第 2は24mm，第 3は26 28mm!こf¥'/:ii"I:するリ

反対に18mm. 22mmと25mm1こピークの芥がfit

められた。このような山現の仕)Jは採ほ季節か 第 2図
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1)良定さ 九ピーク パターンと題似している。

成長速度 包埋したヤマトシジミのけ1から比較的大型の

じながら勾

こに 7役立1から 検LL¥

しく

しているのでー

した c ヤマトシシミ

1
 

1
v
 

c 

をJTJとることができない。そこで¥lYal ford 

制]ラ 4年で 2. mnし 5il:で 26.0mmと千葉手IJ根

川住よりやや遅く，

した。!河 2に:示すように今 i詰1年

マ
心。

'J 

たのは保存

位13) c 在の後半か}fえも~く

ものを除く 68伺{本であった)

を[liめ

ついで夏の前， tiでこの 3jtnで全

体の60~ゥ強 lこ速する。これらの採取季節の員

削内の分布をみると(図 4)貝屈の上而lこ

く，間!??のドlこは春と夏を示す貝が混在し

ドのfri']では， そ 1こ反のj支'Y" 11 [むに

ていた。カワシンジュガイをはさんでそれより

J去、 I~. ， ul:ド[[Ii 1::.> 

していたどすなわち只n~]のド而nから

J-♂ 
(__ ")トび)IJIJ 

やがて阜の後

たれこ従勺て耳する乙っか!認められずこ

しからこの m~ llf¥"')から if:}ニ lふれたヤ

マトシジミの是認冬輸には特設l~ があり

判Jめに強lL' 輸をflうことか

ムー

/ぐよ刀〉つ/こ') L U)ょっ

111例にの:まったコつまり

わすか氏 :mのこの1t Ji;，1 l[iJ ---1f 

Ltこ11]じ!)
P 、 一一 1111 

リんりしソliiJ

l 1ことが弓、;1度されたり

;Jイ山村tJ二 (点

11か堆

7.3 mm， 2!年で 13.3mm篭 3年で 18.3
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図版 1 11)遺跡選集(北惨南) 12)遺跡遠景(商'北)
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図版2 (j)関査前の状況 (2)調査風最
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図版 5 [11・[2) 北斜箇のフラスコ状ピット群
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図版11 (1) $118遺物出土状態 (東'酉)

(2) $118 (甫惨北)
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図版12 (1) SI20・SKF13・82(北砂葡)
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図版16(11 S136(南惨北) (2) S I 37 (東伊箇)
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図版18 (11 Sl45 (東砂茜) (2) S 1 48 (北'爾}



図版19 (1) SKFOl (北砂南) (2) SKF 06 (東'西)
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図版20 (1) SKF 08 (北'南) (21 SKF19 (南'北)
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図版23 (1) SKF判(北'陶) (2) SKF 47 (東'酉)
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図版25 111 SKF 95 (西惨東) (zJ SKF98 (酉，東)
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図版26111碕*1草湾からピットに涜込む (SKF27)

(21フラZコ状ピットの崩緩 (SKF50) 
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図版27 (11 SKF 18 (北砂南)(2) SKF 18出土土器
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図版28 111-121 縄文鈴代晩期の遺物包含地
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図版29 (1ト(31縄文時代後期の遺物出土状態 ( 1) 
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図版30川-i41縄文時代晩期の溜物出土紋恕 121
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図版31 (1) s 1 01 (酋怪東)(21 81 01 (荷'北) (3) 遺物出土状態
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図版34(1) S014・16(南俳北)121 SO 14・16(北惨海)
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図版36 11) 5003・04 (西惨東)

(2) 50 03遺物出土状態
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図版37 縄文時代前期の土符 (11

(1 )・(2)第 1類土器 (3)第 2a領土穆
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図厳38 縄文時代前期の土器 (2)

(1 )・(2) 第 20類土器
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図版39 縄文時代前期の土器 (31

( 11 筋2・煩土器 (2)・(3) 第 2c.土務
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図版40 縄文略代前期の土器 (4)

(1)-(4) 第3頬土器
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図版41 縄文時代前期の土鵠 (5)

(1)-(4) 1s3煩土器
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図版42 縄文時代前期の土器 (6'
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図飯43 縄文時代前期の土答。}
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図版糾縄文時代前期の石器 111

(1)石錐 (2)石餓 13)石匙
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図飯45 縄文時代前紛の石器 (2)

(1) 不定影石器 (2) 石箆 (3) 石鯵
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図版46 縄文時代前期の石器 (3)

(1)-(3)漏平打製石器 (4)・(6)石鍾 161白石
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図版48 貝層から検出された魚骨等 (約80倍)
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図版49 l1H8) 縫文時代晩期の土録
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図版51 (lH5) SI 02出土土器 (6) S悶 01出土土器
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竹生遺跡
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は じ め iこ

発掘調査に至るまで

竹生遺跡は秋田県能代市竹生字竹生に所在する。調査は，国営能代開拓建設事業の一環とし

て遺跡内に導水路工事が計画されたためラ記録保存在目的に，事前に行なわれた。

2 調査の組織と構成

遺跡名 竹生遺跡

遺跡所在地 秋田県能代r1jl~r生字竹生

調査期間 昭和田年 7月23日'"'-'8月初日

調査面積 2，000 rrf 

調査主体者@調査員@補佐員@補助員。作業員・調査協力機関 杉沢台遺跡参照

H 遺跡の立地と環境杉沢台遺跡参照

発掘調査の概要

遺跡の概観

竹生遺跡は，南へのびる台地の北縁部iこ位置する。台地は平坦で東方iこ広がり，標高はほぼ

30mを保つ。追跡地の現状は畑地で，調査[者域に沿ってI台北に農j立が通っている u

昭和55年度の範囲確認調査で，約 Bフロック

53，000 rrfと確認されている。遺跡叫由層は， 1 

黒褐色の耕作上(約40cm). 2 J'.'Qは部分的

る黒褐色…i二(約 9cm)， 3層は比較的軟かい培同色

(約20cm)， 4層かローム屈である。

liH-j2.0!lJ 
s 

-』つら
η
d
n
-
E

2 調査の方法 第 3国 竹生遺跡の地層 (8区 3-4) 

調子モ[z域を含む広範関にわたりを磁北方0:Jji乙“致させ得 20m x20mのグリッドを設定

これに基づき 4mX8mのグリッドを設定した。調査地は 4ケrjj-iこ分割されており， rおからそ



れぞれA区， B区， c区， D区とし，さらにグリッド毎に算用数字を/11自に付す。

遺構の記号は以下とする。

竪穴{主 'S I SKI 

[--墳…… SK 'SD 

おとし?に状jさ措… SKT カマド ) '" SXF 

3 調査の経過

当fU査期間， 7月23"-'8月初日。

7月23[J司 B区グリッド設定.同時に表土除去開始。 25日，S10I検出。以後七墳，溝の確認相

次ぎ。精査に入る。 30円，. B-3グリッドで鍬先検出。 8月41:::1 ，SK 1 01 (製鉄遺構)検出。 B

区の遺構実測開始。 6日， SXF04検出。11日， D区グリッド設定及び調査開始。表土は浅い。

B区は支出IJを平行して行なう。 12日，追構確認。精査に入る。 18日， D-16.17tこてSXF07ro...lO

検出。一部D灰の実iWI開始. D区実測継続。 25J::-J. C -5でSXF13ro...17が集中して検出。精査。

26日， B， D区遺構実担IJ終了。直ちに A，C区の実誤IJ開始。 29日調査と平行して資材撤去開始

実担1]，写真の補足作業を急、ぐ。 30日，調査及び資材撤去終了。

IV 調査の記録

1 遺構と遺物

竪穴住居跡

SI01 j輩格四面部は範凶外で未確認。平副プランはほぼ円形を2すと忠われ，直筏460crn e 

深さ 18crnで、浅い。 rlJ央によ出床炉を備える口底ritiは竪くしまっている。柱穴状ビットは付属する

と思われるが，関連'111:は明確でない。 i毒物は縄文土23数点で， 1汗耗が激しく，時期は不明であ

る口

② 竪穴状遺構

Skl 01 方形を2する竪穴状i副議で!付壁lこ沿い周構がめぐり，芥コーナーに間柱

くしまっているけ近構はその内部ιPl. h， SXF 03ヲ SK16，17ヲ23を{判 ¥!)UI:II市小こ S

XF02 を付設，いずれも構築[j，IJ:J~j をはじく 1 るつ P 1 は現存する J1'i部 u'(径32crn，深さ 40crnで周凶が

搭り上がり， J-.r(:IIで多;止のスサ入り主li←上，及び鉄停を桃山。 埋土は上JiTjで多i誌の焼土，炭化物

を fì~fí しており，部分的に乙れらは丘!??をなしているっけ 11\γj以ドでは鉄伴が小 i止になり，

2 
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その総一日 8kgo 底面は竪くしまっている。れは主として 1)討中に鉄浮が充満。

り， IJ¥吊:の二i二nln器杯!γG

炭粒を多く合む。

SK17は北壁にSXF03を付設する。

は一部をSK16と同じくし，底iliiは竪く

しまり，小註の鉄梓を付着。カマドは

.1lH-nl!lO 

A その土墳斜面を掘りくぼんでなされ，

焼土は土墳底而まで流れ込み付者口SK

16は底面が凹凸を呈するが竪く， SK17 

より l段i吉jい。 SK26はヲ SK16と接合し

1段{尽く球状lこ掘られている。し 1ずれ

S I 01実測図

-0¥ 

第 4図
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も埋土より上師器杯，護Jtが，

Pl 

1.暗赤褐色2.5Y R九
2.短時赤褐色 5'{R~3
3議褐色 5y R~2 
4黒褐色 5YRと 1

P2 
1.鉄;宰充満
2.培褐色7.5YR33 

1 褐 色YR4
3 

lA褐色7.5YR4
3 

2 日吉褐色7.5YR33 
3 黒掲色7.5YR3Z 

3 A黒褐色7.5YR3Z 

4 黒褐色7.5Y只32

4.黒褐色7.5YR32 
5 糞褐色10YR5

S 

"̂ 6 黒褐色7.5YR~2
ι7 褐 色7.5YR4

4 

B 褐 色7.5YR43 
9 . 13月褐色7.5Y R 
10 にぶい褐色I.5YR5a
11 日月褐色7.5YR5

o 

o 
o 
J‘ 
ず

'" 
五

。¥

自

ムH-32.490

S K 01 (S K 1 6. 1 7.23. SXF 02.03. P 1.2)実測図
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第 6図 SXF 02出土遺物

SXF02は竪穴状遺構l乙直接伴うもので，地山間を掘り込

んで構築されてし五る。燃焼部はかなりの熱化を受け，担IJ

gそは部分的に表面iまで、亦褐色の色調を示すO 燃焼部内iζ

土製支脚，側壁lこ羽[Jを挿入している。 遺物は土師器杯

翠片が埋十.より検出。 (D• (玄)0; (芝) . (玄)はSXF02出上。

は羽[]，部分的に欠担しており，②は…[..師器(赤褐色ナ*

器杯で，全体ががれ 1亦褐 し，内湾気味iζ立ち上

¥¥A  
¥_ιζ10 

第 7図 SXF 03出土土器

第 8図 SK 16出土土器

8 

グ

がる。胎上は徹密で:~~J字は薄い。無調整で川転糸切りに 第 9図 SK 17出土土器

よる。③は j..師器杯で、摩耗が激しく底部の痕跡を胃めない。色調は，灰白色で器厚簿く

i時三 iζ 立ち上がる o 言は_L製文)]1;0口輪積み成形され，その痕~}j;を部分的に留める。⑤。⑤はSXF

0311¥ ['.0⑤はI1J 1転糸切り1!!t調幣ω須忠器杯。直線的に立ち上がり，器厚薄く. JJ会主は徹密。底

部臼)1ζ 自然手[11 均三十J打。⑥は [111転糸切り m~調整の土師器杯。体部で内湾気味 l乙立ち上がり，口

縁部で外反。⑦.(事)はSKl より，⑨はおj底部より出土。⑦は士郎器護で，巻き上げの後n

G 



7口整形され，器厚は薄い。口縁部はくの宇状iこ外反口口唇部で直線気味iζ立ち上がる。胎土

は撒密で焼成良好。⑧ e ⑨はし 1ずれも土師器杯で内湾気味に立ち上がる。⑬はSK16埋土出土。

土日ilJ器護底部@底部外面に手持ちのへラケズリを斜状になし，内面lζヘラナデ痕を留める。

③ ;帯状遺構

SD 01 傾斜は西→東。 SK03と 時期的 。招り込みは船底状('--./)になされ

る。 遺物は埋土より土師器護片。

SD 02 fl頃斜はゆるく SD07と 時期的に02が先行。 織り込みは船底状口遺物は

埋土より少量の土師器杯片。

SD 03 比較的巾広く深く掘られ，壁，底面共竪くしまってし、る。傾斜方向は東→西へゆる

やかになされる。掘り込みは船底状で，底面lζ挙大の石を数個検出。 SXF01と重複し，時期的

に01が先行する。埋土は，部分的に焼土，炭化粒を含み SXF01より流れ込んだものと思われ

る。遺物は埋土より，土師器杯片を検出。遺構西面部lと集中してし、る。

SD 04 短かし、溝で傾斜方向は北→南。 SK15と重複。溝が先行する口掘り込みは平底状い)口

j毒物未検出。

SD 05 調査区を南北斜状lζ貫く，長い溝である。確認段階で長さ25m。両端は範囲外のため

未確認。壁，底部共，凹凸を呈し荒れているが，硬くしまっている。傾斜方向は、比較的勾配

を 持って北斗南。部分的に底面に挙大の石が付着， B-9グリット内で，それが著しい。埋

土は暗褐色土を主体とし，炭化物を少量含む。 SK15' 25と重複しており，前者は溝が，後者は

土墳が先行する。堀り万は船底状。遺物は理土より少量の土師器杯片。

SD 06 比較的巾が細し 1溝だが，傾斜は，勾配を持ち，北斗南。 3基の土壌と し.SK9，lJ

は溝が， S国2は土墳が，それぞれ時期的に先行する。壁，底面は凹凸を呈しかなり荒れている。

埋土は l層よりなるが，部分的に炭化粒を多く含む。掘り方は船底状になされる。 遺物は場土

からで，少量の土師器林片及び須恵器杯片。

SD 07 傾斜方向はゆるく北→南。掘り万は船底状。造物未検出。

SD 08 確認段階で長さ 6m20cmと短かいが，南端はさらに続行すると思われる。掘り込み

はしっかりしており，底面は硬い。遺物未検出。

SD 09 .10合体している様相を呈し南北に長くのび，最も巾広く深い溝である。盤底面共堅く

しまり掘り万はし 1ずれも船底状。傾斜方向はやや勾配を持って北→高。 SK1 01と切り合い，上

(" 遺物は埋土からでヲ 09

く+.師器と共iこ須恵器護片を検出。

SD 11 傾斜万向はゆるやかに南→北。 SKI01 と先端で切り合い消滅，時期的に

掘り方は整ってなく凹凸を呈し，底面は硬い。遺物は埋ごと上層より I~.姉器護片及



SD12. SKI01lζ切られており， SKω.10と接続する可能性も考えられる。傾斜万戸]は北→南

造物未検出。

SD13 SKI01の西南部を古いて， J七→南へ傾斜を持つ。埋l:.tこ

から流入したものと忠われる。掘り込みはU字状を呈し比較的深く 35cmo

の土師器杯11-0

バ
リ
ユ
ヨ
一

戸

U

E

一

江

少
5

りよ

S014 fl頃斜万向は極めてゆるやかに

遺物未検出。

SK22と j帝が先行。掘り込みは浅く平!定状

SKI5 lこなされ‘傾斜方向は S1包lと 溝が先行。掘り込み

物未検出。

SKI6 西端は途切れ，短かく浅い。傾斜はうかがえない。遺物未検出。

SK17 傾斜万戸]は勾配を持って北→南。掘り込みはしっかりとなされ船底状を呈す。埋土に

炭化物を含み，少量の土師器杯片，鉄停を検出。

S018 SD17と並行し掘り込みも似ている。傾斜万向は勾配を持って北→南。遺物未検出。

S019 I両端は途切れて短かい。傾斜はほとんどない。掘り込みは平底状。造物未検出。

S020 東西に長くのびる溝で， D区では最も深く巾広い。傾斜万向は勾配を持って西→束。

埋土は部分的に焼土，炭化粒を含む。遺物は埋土から少量の土師器片，及び鉄搾。

S021 グリッド内で途絶えている。傾斜はほとんどない。掘り込みは血状。遺物未検出。

④土壌

土壊は一部を除き浅くラその形状も類似したものが多く，招り込み状況は， 1，血型状， 2 

深皿状 3，鍋底状になされ，その平面プランはA，円型(もしくは不整円形) B検楕円型(

もしくは不整楕円形)を呈するものが多い。

SK01 (A) 円筒状に摺り込まれ，壁， I底面共堅くしまっている。 I白夜 160cm，深さ 120cm 

遺物未検出，時期不明だが縄文期のものと思われる。

SK02 ( 1， B) 深さ 12cm。底面は堅い。

ず。遺物未検出。

SK03穆 04

を検出するか， は含有せ

になされている。

はSK04が南壁

しており， SKu4が現存する平面範囲で掘り込まれた後， SK03か新た

220肌深さは山Ocm，制s128αllo 掘り i~ l:J- rサ i
l乙03が北壁でフラスコ状を呈し特に底面は凹 / 

凸が激しい

SK05 (B) 壁は垂直に掘り jさまれ苛 IsS面は平坦で堅くしまっている。

南北長軸 148cm，深さ 40cmで東面は l段深い。埋土は全問にわたり炭化
第10図

物及び‘焼J-_か混入している口特に 2I留には多量に戸:まれ造物もこの!討に SK05出土遺物
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上部改び底部の一部が欠損， !奇さ6.2CITIo

集中している。遺物は熱化を受けもろくなった土師器の護片，杯片である。①は土器脚柱部で

ら。部分的;こ熟化している。

SK 06 (1. A)底面は荒れ出凸を示

すが堅い。市北長科I1140 CITI，深さ 20CITI:J

lEg上 1， 3 !~r'Hこ炭化粒，焼土の含有多い

遺構周囲lこ5基の付属する柱穴状ピット

遺物は埋土から，上師器杯，翠片で 1• 

3 l~éHこ集中。①は土師器杯， [直線気味lこ 第15図 SK07出土土器

立ち上がり，粗いっくり。②は土師器杯，内湾気味lこ立ち上がり，日台土は倣密。いずれも底部

からの切り離しは回転糸切り，無調整である。

SK 07 (1. A)白夜 116crn，深さ 20crno壁，底面とも硬く，少量の炭化粒付着。外周上に

5 個の柱穴状ピットを検出。付属するものと忠われる。埋J二上~Iこは焼土，炭化物が多最 iこ

まれ，造物も多くはこの届{立面で検出。①は土自ilî器材"胎ヒは~(致密で焼成も良好。内湾気味 iこ

立ち上がり， [1 縁古I~ で外反。[-1{壬12 .4 crn，底淫 5.1，底部は向転糸切り雫無調整。 ②は土師

器斐で，巻き上げの後ロクロ整形。体ド半外ttriIこはハケ目痕を留めるつ

SK 08 (1) 深さ 12crn0氏rfliはl雫くしまっている。 j遺物は埋土からで，少量の土師器杯片。

SK 09 (1' A)凶怪68cIll，深さ 12cIllっ f:九底面とも[l守門を2すっ遺物は均一i二より

日rli器杯片。

SK 10 (2' A)位径 140CIllヲ深さ 20crn弔慰，氏ぜ11ともなめらかυ 外周[_(こ柱穴:1犬ピットを

ヲ未検出。

SK 11 (1' B)深さ 22crn0 J氏L[uは山凸が激しいけ造物未検出。

SK 12 C 1 • B)深さ 12cIllo 物は少なく，月上より L8rli出杯片っ

SK 13 ( A) \:;~はほぼ '.C ~存ち込み，深さ 21CIll， J1S:: [[[1は堅くし主っている

通じ焼 I~炭化社を ifE む" 1室物はうノ、;itで， 1部氏自より t.Brli話料"護片山 i二。

SK14 (1' B)深さ24crnコ[JLj端は 1段深く出りしぼめられているコ四 t二は全MをJ封じ，焼

L炭化粒を[ {f q";ldこ小ビットには多いっ }u::rIfl(まわずかに熟化っ jき物はL:.fiifJ*fi杯，護Hーで 1部

1{(I(ii より IH l' は UirfJ~~翠. 1 I 淫却でくの下:!K~こ外反， 1 J属部で内出する。器は比較的

¥ 』zf

つ一i
 



く，ロクロ整形され，胎土は故密で焼

成も良好。

SK 15 (3. B) 副 ij!3212 ClIlラ短IMI

] 80cm. 深さ 40ClIlc /iiJ プラン内で 2

度掘り込まれ， ド部はr，;(百五が硬く 9 焼

の付着をみるが宅上部にはその痕跡

が薄い。埋土は全It，~ ，こ焼土炭化粒を合 第16図 S K 14 出土土器

むが特iこ3屈には多い。 i毒物は 31凶より土師器材ら 活基(器笠片 n

SK 18 (1. A) 18径96cm。深さ 32cm。底面はギ坦。造物本検//1

SK 1 9 (1. A) 深さ 12cmo底面はしまっている n 遺物未検出六

SK 20 (1. A)深さ 12cm。底面iは凹凸を呈し荒れている。造物は埋土より土師器片 l

SK21 (3. A)深さ 12cm。壁，成立11とも凹凸が激しい。造物末検/11'0 

SK 22 (3. A) 深さ 15cm。底は凹凸をなえし荒れている。造物未検出。

SK 23 (3. A) 深さ32cm。壁，底而ともなめらか。遺物未検出。

SK24壁は垂直託昧iこ抗!lり込まれ，壁，底面ともなめら

かの埋土は炭化粒を少試合む。造物は埋土より土師器杯

忠;器笠片及び少ほの鉄待。 1，土二七日ilii，ii杯で内湾気味lこ立

ちJ:::.l，l.iる c 出1'1は部分的iこれIIi 0 

SK25 (A) 監は垂IU気味iこ長iiられ，底面は、1;.担。 第17国 SIく24出土土器

60cm，深さ 28cm0遺物末検HL，

SK26 Lt'{径 122cm， 深さ 40cmで， JtOIIは l段深いoT~ ， 氏d出11ともl山山Lリ叫Lリ計J丹川iりi

了土!~-を:多多 f日i詰1:1ιこ f汗て.~~{7 み出乱主託lì味咋を日す G 造物未検11\~， 

SK 27 ( 3 )凶径 14([cm，涼さ 42cmで，摂，J.出面ともなめらかoi:JJl土 Lî~)ft'! Iこ焼土を少i百:合む

SK28 (A) 主56cm， i?t~ さ 16cm 司 日正i(liはほほ中，こ品lI

り込まれ， J.E~Óli は、!と士H でしまっている。造物未検出。

SK29 C}¥) 日記[friはほ、 に tJ，~l り i主まれ， f.丘而は，[三坦

~l(花80cm，深さ 20CIllご造物末倹ilL

SK30 (1) i京さ 16cIllox:;'と!点耐とも円，111をむし，泣れ

てし 1るζ 中日未検11¥日

SK31 (2' A) i!'(任 150C!ll，深さ 30cm， 九 氏r(1iとも

l:y.:くしまっており， j.>td: の i1~ 1'" 炭化N:の十をみる。 l~J

は"IそJr")にわたりもlι['，の出入をみるか，特に 2Jp'l'とは多 [ii

'-~13← 

日¥
2 

第18国 SIく31出土遺物



同居位面で南北梓HLJ状の範囲に(平面図，破線部分)多量の炭化物，及び比較的和1かい鉄浮か

散布。造物は主として 2区1から土日i!i器杯ヲ護j七 lJU出 1'.0(1')は←iゴ!出器杯で器)巳の刻

小さし器厚も部い。氏部はIli]*1;糸切り噌無調整。胎 i二は段南で勺焼成も良好。(言、)は羽uで部分

的に欠損。先端部は l部か熱のため溶解，自然flli及び溶解鉄の付着をみる。

SK 32 (1. A)直窪 124c民深さ 16cmo 底面とも隈くしまり，埋 [Jこ少量の炭化粒を

。北i仰と柱穴状のピット検出。 !uj時期のものと思われる

SK 33 (3・B)地山田よりの深さ56cm，SK35と重設するが時期制異は不明。遺物未検出。

SK34，35 立構とも北白j部は祐四外で未確認。 深さはほぼ同じく 28cmo 壁面は:垂直気I~とに

なされ宅底面は平坦でしまっている。時期的leSK35が先行。 造物未検出。

SK 36 (1) l4~ さ 19cm。底向-は〉ド坦でしまっている。土墳を切っている溝は後世の排水路跡

造物未検出。

SK 37 (1)深さ 19cm， lî~[íIÎ は [11]凸を呈し荒れている。遺物未検出。

SK 38 (1. A)深さ 15 cm 0 11'( r(j iは比較的平坦。遺物末検出。

SK39 (A) [I'({壬60cm，aさ72cmo W~はゆるやかな傾斜で振り込まれ，底面は平坦を呈す。

SK35と'F仰するか11:J'JUHドJICSK35か先行。遺物未検出。

SK 40 (1. B) [1'(筏80cm，深さ 12cm。底面は南lζ傾斜を持つ。造物は少量のこと師器杯片 O

SK41 (1.日)長'11111145 cm，深さ 19cm。底面は[!i]凸を2す。遺物未検出。

⑤ カマド状遺構

SKF01 焼 1-.マウンド，及び 2基のピットからなる。 遺構確認時はーこれらを覆う形で焼土

が分布，焼 1二マウンドは表1111が熱一化し，亦褐色を呈する粘土だが，内部は黒褐色土で熱化をほ

とんど受けていない。マウンドLjl央部付近に，径 9cm，輪積みによる円筒状の←I-.fl市器が挿入さ

れ，熱化で崩れている。ピットはいずれも熱により照くしまり，楕円形を笠す。これら 3遺構

は相互に関連性をjS:つものと思われるが， m途は不明。

SKF04 、li山jjf3は 128cm X 80crnのh形を呈し燃焼部で出iさ32crnのドーム状の天井:音15を粘土

構築， 1 fil5が残存。他遺構と伴うことなく単体で検出。燃焼万(tlJは北〉出。カマドは地山を掘

りくほんでなされ，粘土構築による木体は内外百'1Iとも熟化により赤掲色を示す。焚11部から燃

煙部にかけ，火床面はゆるやかに傾斜。煙道部，及び1:51111¥部はその延長上にみられない。現況

では，天)f--rmは上部lこし 1く程五Jjくなる。燃焼部内の埋土は上回か焼土を

休場 f }i;ri i土砂Tlfl: で )~j，と L とともに多i止の炭化物を出入司かっ L'，slIi ~~ )11φ もこの民3で検11¥された。

遺物は比較的の土師器杯Hーで，その大1斗土器内か法く，クド出色の色調を2する。

SKF05 付属するj詮枯れま， :g~~J~ で確J忍できなかった。燃焼万 [Î1J は北マ~j (J tthLlIを掘りくぼみ

構築され，前iij丘tmはi毛さ 100crnでゆるやか iき物は火床面より少試の土師器笠)十

-14-
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第20図 SXF 15....... SXF 17 実現IJ図

SXF06 燃焼万向 る遺構は確認、できない。地出を掘りくぼみ構築。残存状

で全体が判然としない。遺物未検出。

D 15~18グリットにかけSXF07~10が規模構造をほとんど同じくして並築されている。いず

れも遺構に伴うことなく単体で，地山を掘りくぼみ構築され，燃焼部はドーム状lこ天井二部がな

された痕跡を留める。また， SXF 10 を除き ~J庭部を備える。

SXF07 燃焼万向は北→南。焚口部は l段低くくぼみ多量の炭化物を検出。火床面は約10度

の傾斜で登りヲ.J，要道部は長さ60cmo燃焼部は比較的保存が良仁熟化により赤褐色した側壁の

l部が残存，造物末検出。

SXF08 燃焼方向 。焚口部は l段低く，多量の炭化物痕跡。煙道部は約20度の傾斜

司長さ64cm。燃焼部埋土は焼土を多量l乙含有 2 J冨は炭粒の混入が顕著。

SXF09 燃焼万向は北→雨。焚口部は手IJ然としないが 燃焼部北端に炭化物を多最検出。煙

道部は本体から東方向iこ約25度振り，長さ48cm。遺物未検出。

SXF10 燃焼方向は北少南。焚口部は 1段低く掘りくぼまれている。煙道部は楕円状lこ開き

長さ50cmo

SXF 11 確認段階で付属する

向は東一地IJIを約10m掘りく

SXF i2 5iき1蓄えi函fむは範凶タトのた

し内外とも;執 ヲド褐色を

はみられない。保存状態は不良で煙道部のみ検出。燃焼万

埋土 3J留に炭化物を比i校的多く混入。遺物未検出

SXF13 四面部は範囲外のため未確認。燃焼万 r~lJ

前而 iζ楕円形を2す flíJ底 -fff~ を付設。現況

みである。 地Ll_jを掘りくばみ構築，側

は出 i二3}百より少忌;の上日中点。

燃焼音r;は，土でドーム状に構

られなくヲ密閉使用されたと

-1 



7 
〆;;)0 る壁面は熱化により とも， 遺物はi里土より，少量のこj二師器杯片。

る遺構で， SXF 15が14を切っている。いずれも保存状態は悪いか，

に熟化した粘土
I~ ノて二、‘ て7vL仁五ぐ歩号 されていたと考えられる。前面には溝t去に掘り

くぼんだ前庭部を持つ。遺物は少量の土師器杯，

SX F 16.1 7 
ウア。 でヲ SXF16が17を切っている。 Ut!;況でくぼみ状

を皇L.， するものはみうけられない。 SXF16は前面に溝状の前庭部を付す。埋土

はいずれ

(立) おとし穴状遺構

SKT01地山市で確認。長軌J.8m~ 

深さ60Cillo とも，堅くしっている。

2 遺構外出土遺物

遺物は比較的少なく，主として B区

で大半が検出された。

①は回転糸切り再調整のない土師器

杯， D-5出土。立ち上がり

o 5cM 

第22図遺構外出土遺物

。 5cM
白画面白幽耐問自箇箇... 

第21図遺構外出土遺物



fl~; ，こなされ!l台;とは披密で焼成も良好。⑨は土日l!i器杯n B-12/111+-"0 ゆるく内j寄託l床に立ち上

がり器'f1は故密雫わずかに焼きむらを留めるか，全体的に褐色の色調。底部は整で|司転糸

切り u (3)は LQlji護. B- 出 [.0 6ii 京外 Illi は lまi\;I~f-J ili ，こへラケズ 1)‘ [11半iこへラナデを施 L，

内白iは部汁的にパケ IJ痕。 1.、!e.には輪砧の痕叫がうかがえるミ社II吋立を含み i部は;主主的iに

浮き 11¥ている。 ④は.!~鍾， B 6 IL¥上。!日i.Lは粗い ρ 内径 1.2CIll，外径 4.1cm. 長さ 4.8CIll 0 

で停 B-3出土υ 長さ31cm司耳部のIIJ6 CIll. -J-]部1 Clllo その{也 B-7より

鉄主JtlLL， ([~l!版 8 )鋭部を平らにrrちのばし折り返したギ釘。長さ 8.2cmo 

まとめ

l 遺構について

検出されたものは，竪穴住民跡(縄文時代)，製鉄関連遺構(平安時代)，土1，演(主として

~V;安時代) ，カマド状遺構(平安時代) ，おとし穴状遺構で，主なものをド記lこ述べる。

竪穴状遺構(製鉄関連遺構)

遺構は小規模ながら製鉄写及び;J\鍛治を qli[ンとした鍛治j易の 11l~機構を兼ね備えたものと忠、わ

れる。以下その機能を出土遺構と兼ね合わせド記に示す O

製鉄遺構，民.Eoである。日は上部か崩懐しその形態が不明だが，周囲に散乱するる笛のス

サ入り粘土より，上部構造を持ち 小規模なポール炉の形態を持っていたと忠われる。 P2は鉄

停留めで，鉄停の多くはアメ状の~lと廿な ltÜ と，多孔立の海綿状の雨を持つ fl~í帝京伴である口

鍛j台i易，鍛治lこは精練鉄を半製品化する(大鍛治)のと，さらに製品化する(小鍛治)過程

がある。(註 1)前者は多くの場合，鉄咋を多忌iこ放H¥し，その鉄も精練浮と異なる要素を

持つが号遺構内 lこはその痕跡がみられず，大鍛治-工程は他f~JT で行なわれたか，もしくは省略さ

れたと考えられる。すなわち遺構は小鍛治を中心としたもので，その場合，製作工程では火づ

くりヲ焼き入れのための火床ラ整形のための槌打士号〈床は深く掘られる).及び焼き入れの/J<.

.l:易が必要(註 2)となり.SK16. 17， 32，SXF03がそれらに実IJ-":'Iすると思われる。

土壇

二t_rXii は 1 音j~ を i諒き， 示し，さらに， A~Jí CSK OPi， 06， 07， 08， 13， 14， 31) 

B Ja'i (その{出) ，こで

1， l i '-Iニれも遺構lζ 伴う宇なく札又士域Aと、うしか主控するものは少ない。に一、[i-rfliフO ラ

ンは円塑もしくは楕円形を111し，比較的浅い。 3，土庁は焼!こ炭化物を多く台むも叫At 棋め

-18.~-



て少ないもo(B)がある c この事からヲごとJ農はそれ2 臼{本で使用日

る事なく掘り込まれ，ある程度使用目的を同じくしたものと

しかっいず紅も時代を経

られる。 A額は，埋土より多

炭化粒を検出。それらは主として[11と屈に集中，加えて同居位面でごと器の倹出が多

は拍jFげ後一割ある程度埋め戻しをfj-li火床面使mしたとjtわれ，その目的は，

焼成能用である事が考えられる。 SK31は雪上記の形で埋度 2層面を火!末として用い号このi百で

口を後Jれする事から，鉄製品の生産に伴う鍍活湯と考えられ

る。 B類は宮の前遺跡(註 3)古舘遺跡(註 4)等に類i91Jをみるがその使用目的は明確でない。

カマド状遺構

調査の結果17基の遺構を検出ヲ内15基は確認段階で，他遺構l乙伴う く単体で検出されて

いる。それらは，平担i也に構築され，地点毎iこ集中してなされる傾向を持つ。時期は大半が平

安時代を中心とするが， SXF07，..._， 10は，その内部及び周囲より遺物をまったく検出せず時期，

は不明である。

次にこれらの中で特色的な例としてSXF04を取り しioSXF04。 の結果，煙道部を

持たないカマドで，燃焼部は粘土構築によりドーム状を呈していたと考えられる。残存する側

壁は内外面共熱化し，赤褐色を示し，燃焼部内には焼土及び炭化物が充満，一部は互層してい

る。この事からカマドは，ある程度密閉され，高熱を必要としたと思われる。遺物は，土師器

杯片のみで，量的には少ないが，本体の崩壊粘土と思われる堆積士下より検出され，力マド使

用時に，すでに残存したと思われる。土師器は，薄手で黒斑理象を伴わなく，無調整同転糸切

りのもの(か褐色土器)，及びそれ以外の土師器も含まれる。この事から遺構は，高熱焼成で

生産加工するべく性格を備え，かっ土師器(赤渇色土器)焼成を目的とした可能性がある。し

かし，現在上記のカマド構造(特に上部構造)は明らかでなく， (註 5)額以する遺構は

6 )いずれも多量の土器を伴うが，本遺構は少なく，赤褐色土器以外の土師器も有する事から

SXF04の使用目的を断言する事が出来ない。今後の検出例と比較検討する必要があろう。

2 遺物について

!ぷート!十点 (J)/.十 組ケート典芸令 i勺 (1産主主m←仇
中レtLノ、、_L..UfJ民ノ、J、、、 ミレ仁3中 u- はうかがえない)

e 羽仁I.土器脚柱部，鉄製鍬先，鉄釘である。そのLIJで出土土器として土師器，

lζ取り上げる。

ド記

土日rli器， ，j¥イ 3形態iこ分けられる u すなわち(1 )，内面iこへラミ力、キをなし‘黒急処理を胞

すもので111
1L呈は極めて少ない。小片のみだが句休部は内湾気味iこ立ち上が。り.仁1縁部はわず

かlζ外反。(2) 部分的に黒斑現象を示すもので出土震は最も多いっ 2a，体部がややLeci線的に

立ち r.かる。 b匂 F守 IT.ち iてかり で外!文。口f予のわりに 比較的小さい。

--19-



(3) 黒斑現象が見られなくラ 予自主やかな は少ない。 (2)• (3)は無調整

で回転糸切りによるものが多い。

土師器護類 2形態iζ分けられ， (1) ロクロ整形ラ胸部は直腕，口縁部でくの字状lζ強く外

反し，口唇部で内湾もしくは践立気味lζ立ちあがる。胎土は議密で焼成良好。 (2) 輪積み成形

され，桐部は訪鰻状を呈し， でくの字状に外反。胎土は粗い。

出土量は比較的少なく， 出土はわずかである。杯類は，いずれも無IDiiJ整回転

糸切り痕を留めるもので，底:径は，口窪lと比して比較的小さく，高台を付す例もある υ

は外商に平行叩き白文予内面iζは同心円文をあて痕としてなす。

土器の遺構内出土は，大半が埋土からであるが，共伴状況に特異性はみられなく，確実な時

期的差異はうかがえない。土師器は表杉ノ入式に入るものであり，かっ須恵器が減少，赤褐色を呈

する土器が，比較的少ないながらも出土する事等から，遺物の時期はある程度明示できょう。

むすび

本遺跡は，調査段階でみる限り，生産を主体とした要素を持つ遺跡で、ある。その年代は出土

土器より，表杉 1入式の範ちゅうに入る。(註 7)同式の土器は10世紀前半を中心に，かなりの時

期的巾を持つが， (註 8)平安中期以降になると伴出する須恵器の量は減退し，酸化縮焼成に

よる赤褐色を呈する土器が出現してくる(註 9)。本遺跡では，無調整の赤褐色を呈する土器が

少量だが，部分的に共伴し，

た時期が考えられる。

器は量的に少ない特色があることから10世記後半を中心とし

(熊谷)
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図版 1 1 8区発掘調査前 (東一西)

2 B区一 6-10 i章構検出状況{東一酉}
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2. S K05(町一北)
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3. S K07 (東一酉)

図版3 I . 8区一6 i量構輸出状況(東一酉)



1 . S K 13 (南一北)

2. S K06 (南-~t )

3. S K 14 (北ー南)

図版4 遺憾検出状況
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図版 5 遺線検出状況
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図版1 i:量4構内出土遺物
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図版 8 遺構内出土造物 1 • S K05 
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